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言語文化研究所活動の概要
 1 ．2006年度の調査研究
⑴　マスコミ報道の表現と表記に関する調査研究
この研究の目的は、マスコミ報道で使われていることばを調査すること
によって、日本語における問題点を探ることにある。マスコミで使われる
ことばは、一面では一般の日本語の姿を映すと同時に、また、一般に与え
る影響力も大きい。マスコミにおける言語使用の実態を調査研究すること
によって、日本語の現状を考える基礎データを得ようとするものである。
今年度は、「住とことば」をテーマにした。雑誌『PLUS  　LIVING』
の特集記事をデータにして語彙調査を行い、どのような語が使われている
のかについて調査分析を行った。その結果については、LCりぽーと23号
で「住とことば」というタイトルで報告した。
 2 ．2006年度の刊行物等
⑴　言語文化研究所年報第7号
次の 3 本を掲載して刊行した。
岸本千秋　ウェブ日記文体の計量的分析の試み 2 
設樂　馨　ナレーションの文字テロップ
佐竹秀雄　 委託研究「インターネットを利用した日本語文章作成力ト
レーニングコンテンツの開発」の概要報告（下）
⑵　研究レポート（LCりぽ一と）23号・24号
2005年度に開催した言語文化セミナーの報告と、女性雑誌のデータをも
とに語彙調査を行った結果とを報告した。各号のタイトルと内容は、次の
通り。
第23号　住とことば
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雑誌『PLUS  　LIVING』の特集記事を対象として語彙調査を行った。
およそ 4 語に  語、外来語が用いられていることが分かり、また、
「住」の大切な要素が「シンプル」で「美しい」ことが推察できる結
果となった。
第24号　消える？　残る？　関西のことば
昨年度の2号（「関西伝説　ことばの七不思議」）で報告したアンケー
ト調査の学生バージョンで、年代による差があるかどうかを視点とし
た報告である。関西独特のことばで、消えると予測される語は、「ペ
ケ」、「ぼんさんがへをこいた」、「にぬき」の 3 語。反対に残ると思わ
れる語は、「あめちゃん」、「蚊にかまれる」であろうという大胆な予
測をした。
 3 ．言語文化セミナーの開催
2006年月24日（金）、午後 2 時40分から、本学MM館において第5回「言
語文化セミナー」を開催した。講師に小矢野哲夫氏（大阪外国語大学（現大
阪大学）教授）をお招きし、「気になりますか、この言葉？」というテーマ
でお話しいただいた。
最近の気になる日本語、「よろしかったでしょうか」「～のほう」「大丈夫
ですか？」「～しづらい」「スルーする」「～のが」などを取り上げて、なぜ
使われるのか、これからどうなっていくのか、といった点について分析をし
てくださった。学外からは、約50名の参加者があり、教室はほぼ満席となっ
た。
小矢野先生の熱の入った講演は、“小矢野ワールド”と呼ぶにふさわしい
もので、日本語の面白さを堪能した時間となった。
 4 ．メディアとことば研究会
「メディアとことば研究会」は、2003年 3 月に発足し、年 4 回の研究会を
行っている。そのうち 2 回は、テレビ会議の方式で、東京会場と関西会場と
を結んで行っている。当研究所は、関西会場校の担当として、スムーズにテ
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レビ会議が行えるよう協力している。今年度は、 6 月0日（土）に第4回の
研究会、2月 9 日（土）に第6回の研究会が開催された。
（第4回）
関西会場：「架空請求文書の文体分析―機能文法分析の観点から―」
（中村秩祥子氏　龍谷大学非常勤講師）
東京会場： 「チャットの母語場面と接触場面の比較―意味的なつながりの
あるメッセージが隣接しない場合に着目して―」
（倉田芳弥氏　お茶の水女子大学大学院人間文化研究科博士後期課程）
（第6回）
関西会場： 「四つの現代化の意味的変遷―980年代の人民日報掲載広告を
中心に―」
（相場美紀子氏　大阪大学大学院言語文化研究科博士後期課程）
東京会場： 「サイバースペースコミュニケーション―匿名性をめぐること
ばと人間関係―」
（多々良直弘氏　桜美林大学文学部専任講師／八木橋宏勇氏　慶應義塾
大学大学院文学研究科後期博士課程）
 5 ．事務報告
⑴　組織
所　長：佐竹　秀雄（文学部日本語日本文学科教授）
助　手：岸本　千秋（言語文化研究所非常勤助手）
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暮らしの中の外来語
―新聞紙面別比較を通して―
佐　竹　秀　雄
 1 ．はじめに
近年、日本語の中に多くの外来語が流入していると言われる。そのため、
日常生活においても、多くの人がよく理解できない外来語が飛び交い、社会
生活を営む上で問題が生じてきているとも指摘されている。このような意見
は、一般に支持されているようであるが、現実に外来語がどのような場面で
どのような形で流入しているかの実態については、必ずしも明らかになって
いない。
外来語が、ある限定された集団内で多く使われていたとしても、それが、
その限られた世界の内部でのことであれば、一般の人々が生活を営む上で特
に問題があるとは言えないであろう。例えば、ファッションや情報産業の世
界で、外来語の専門用語が飛び交っていることは想像に難くない。しかし、
それらの語が一般の世界に広がってこない限り、特に問題が起こることはな
い。ただし、近年はそうした専門用語が一般語化しやすいという傾向も否定
できないようではある。
外来語の増加が言語生活に弊害をもたらす危険が、どの程度存在するのか
を確認するには、まず、一般社会のどのような場面で、どの程度の外来語が
使用されているのかを把握しておく必要がある。そこで、この小論では、新
聞紙面の面別比較調査をもとに、外来語使用の実態の一部を明らかにするこ
とを目指す。
もちろん、新聞における外来語使用の実態は、現代日本語の一部にしかす
ぎないであろう。しかし、新聞は、一般の人々にとって、言語使用に関する
手本の働きがあることは否定できない。新聞は、第二次世界大戦後の国字政
策に対して、漢字の使い方、送り仮名、仮名遣いなどを、内閣訓令・告示で
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示された内容に沿った表記を行ってきた。つまり、国が標準的だとする現代
表記に合わせてきた。その結果、新聞の表記は現代表記の規範的な姿とみな
されるという側面を獲得してきた。さらには、表記面だけでなく、表現にあ
たっては、どのような語を選択し、どのような語法・文法を用いるかという
点でも、新聞社の側がルール作りなどを通して規範的な日本語を示そうとし
てきた事実がある。これらによって、人々は、新聞における言語形式を日本
語の標準的な姿と考える傾向が認められるようである。
外来語に関しても事情は同様で、新聞で使われている外来語は、一般に知っ
ていることが当然であるかのようにとらえる向きもある。その意味で、新聞
における外来語使用が一般の人々に与える影響力は大きく、その実情を調査、
分析する価値は十分にあると考えられる。
 2 ．外来語が使われる理由（果たす役割）
本題に入る前に、外来語について一般に共通して理解されているところを
整理しておこう。まず、外来語がなぜ使われるのかという問題である。これ
については、次のようなことが挙げられている。
⑴　それまで日本になかったものが入ってくる場合。
具体的な事物　ガラス　ラジオ　パン
抽象的な概念　ネットワーク　インフォームドコンセント
⑵　イメージの新しさを感じさせるため。
職業婦人→キャリアウーマン　園芸→ガーデニング
増改築→リフォーム
⑶　婉曲表現として使うため。
便所→トイレ　性行為→セックス
⑷　専門用語として使う場合。
アレルギー　ストレス
⑴に関しては、改めて説明するまでもなく、外来語が入ってくる基本的な
形式である。それまでに存在しなかったモノが日本に入ってきたときに、そ
のモノの名前として外来語が入ってくるパターンである。新たなモノの流入
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の典型は、明治時代の開国に伴う欧米からの事物の流入の場合に見られるが、
その当時は、「化学」「哲学」「郵便」などの例に象徴されるように、多くは
外来語を新たな漢語に翻訳した。そのために、外来語が極端に増加すること
はなかった。
それに対して、近年は、「国際化」現象に伴って欧米の事物・概念が日本
に流入したり、「情報化」の普及に伴っていわゆる IT 関連のことばが増加
したりしている。例えば、「グローバリゼーション」「セーフガード」「コン
テンツ」「ログイン」といったことばは、外来語の形のままで定着しかかっ
ている。こうしたことが、外来語増加の一因であることは間違いない。
⑵は、名づけに応用される場合である。多くは、イメージをよくするため
に外来語が使われる。特に、商品名には昔から外来語が使われることが多く、
乗用車や化粧品などイメージ戦略が重要な意味をもつ商品によく使われてき
た。その場合、単に外来語の使用が多いというだけでなく、新しいイメージ
を作り出すのに、それまでに使われていない語が選ばれる。そのため、結果
として、それまでだれも知らなかったような新しい外来語が使われることに
なる。このような理由による外来語の増加は、いわゆるマンションなど居住
施設の名前にも多く見られてきたが、近年は、商業施設名や職業名、さらに
は自治体・企業における事業名などにもイメージ戦略としての外来語使用が
認められるようである。
その際に、当然のことながら、イメージが、名づけられたものの実体とず
れることも少なくない。また、そのずれによるあいまいさが野放し状態とな
り、時には本質から離れた意味をも表すままに使用されることもある。この
ことは、誤解（認識のずれ）を招くおそれをもっている。
職業の名前では、近年「～プランナー」「～クリエイター」「～アーティス
ト」といった類の名づけがもてはやされている。しかし、その職業の内容の
実態は、名前からではよくわからないというものもある。そのため、その語
を聞いた人々はその語に勝手なイメージを与える。例えば、就職活動をして
いる人たちは、できれば自分にとって好ましい職業に就きたいと願っている。
しかし、職業に関する好ましさについての確固たる信念がない人も少なくな
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い。そのような人たちは、その職業名が放つイメージを勝手に膨らませ、実
体とかけ離れたものだと思い込んで、間違った職業選択に至ることも十分あ
りえよう。
⑶も、⑵と同様、ことばのイメージと関係するが、こちらはイメージをあ
いまいにするために使われるものである。上の例に挙げたように、「便所」
というのは直截的な表現であり、場面によっては、口にするのがためらわれ
る。そんな場合に、「トイレ」と外来語を使うことによって、便所という語
がもつイメージを薄めてしまうものである。いわば、婉曲的に表現してカバー
しようとする場合である。
⑷の専門語は、日本語に翻訳するのが難しい場合である。外国語である専
門語を日本語に翻訳しようとしたときに、日本語にあてはめるのにピッタリ
とした訳語が見つからないことも少なくない。無理に日本語にすると、意味
がずれてしまう恐れがあったり、誤解を生じる可能性があったりするとき、
多くは翻訳よりも原語のままに使用する手段が選ばれる。特に、近年は国際
化ということもあるのか、外国語をそのままの形で使うことが増えているよ
うに思われる。
その場合、専門語の世界でのみ使われるのであれば、ほとんど問題は生じ
ない。ところが、時にそうした専門語が一般の社会でも使われることになり、
一般語化することがある。上に挙げた、「アレルギー」や「ストレス」はそ
の典型的なものである。
 3 ．外来語使用はなぜ問題なのか
このようにして使われる外来語がなぜ問題になるのであろうか。その一つ
に、外来語を使うことよりも、使い方のまずさに問題があることもある。上
にすでに述べたように、イメージ戦略のための名づけに外来語が使われるこ
とは多い。そのとき、その外来語に対する一般の認識とその語が示す実体と
がズレてしまい、それによってコミュニケーション上の齟齬が生じることは
少なくない。
この外来語の使い方についての問題点は以前からなされていることである。
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他方、使い方に問題がないとしても、一般には、次のような点で外来語の使
用に弊害があるとされている。
⑴　外来語使用に世代間の差が認められるので、世代間のコミュニケー
ションの妨げになる。
⑵　外来語を使うことは日本語の軽視につながり、日本語の伝統を崩すこ
とになる。
⑶　原語から外れた外来語使用や和製英語の濫用は、日本人の外国語学習
の障害となる。
これらのうち、⑵の「外来語を使うことが日本語を軽んじることになる」
との考えは、個人の言語観にかかわるものであって、必ずしもすべての人が
賛成するものではないだろう。また、⑶の「原語から外れた外来語使用や和
製英語の濫用」はそのこと自体が不適切な外来語の使用であり、また、その
条件下での外国語学習という限定場面の問題点である。したがって、この三
つのうちでは、⑴が最も大きな問題点ということになろう。
この論では、調査対象として新聞を扱うが、新聞は特定の世代を対象とす
るものではないわけで、この調査の結果は、⑴の問題がどのような領域で生
じやすいのかを明らかにするのに役立つと考えられる。
 4 ．調査対象と調査方法
ここでの調査とは、新聞紙面のいくつかの面で外来語がどのように使われ
ているかを調べ、それを面別に比較しようというものである。例えば、社会
面なら社会面を対象に語彙調査を行い、そこに外来語がどれほどの比率で使
われているのか、また、使用頻度の高い外来語はどのような語であるのかを
明らかにする。そのような調査をいくつかの面で行って、それらの結果を比
較することによって、外来語がどの分野に多く進出しているのかを明らかに
する。さらに、各面に進出している外来語がどのような種類の語であるかを
見ることによって、社会生活に問題が起こりそうな外来語の進出の可能性に
ついて考察する。
実際に調査して比較する面は、次の六つである。
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　　第一面　　　経済面　　　　　社会面
　　生活面　　　スポーツ面　　　投書面
いずれも、名前を聞けばイメージが浮かぶような特徴的な面だと言えよう。
なお、念のために注釈を加えれば、生活面というのは、かつては家庭面など
とも言われていた面である。
これらの各面で調査対象としたのは、同一の新聞ではない。調査対象年が
異なっている。調査対象年度は次の通りである。
　　第　一　面　　1年 1 月～ 12月
　　経　済　面　　2000年 1 月～ 12月
　　社　会　面　　18年 1 月～ 12月
　　生　活　面　　1年 1 月～ 12月
　　スポーツ面　　1年 1 月～ 12月
　　投　書　面　　1年 1 月～ 12月
このように調査年度が異なったのは、当研究所が小規模なため、語彙調査
を少しずつ実施してきたという事情が関与している。もちろん、理想として
は同一年が望ましいのであるが、最大 4 年の間に集中しているので、それほ
ど大きな問題は生じないと思われる。また、各調査とも 1 年を調査対象の期
間としているので、その年に起こった出来事が調査結果に直接的に影響する
ことも少ないと思われる。
調査対象の年は異なっているが、調査手法はすべて同じである。いずれの
面の場合も、母集団は、朝日、毎日、読売新聞（各大阪本社発行分）のその
面の 1 年分のデータである。それを対象に、休刊日を除く毎日、 3 紙の朝刊
の各該当面から  文ずつをランダムサンプリングで抽出した。  文、各年
33日、 3 紙なので、各面で ,3文を取り出したことになる。全体では、 6 面
分だから、31,0文を処理したことになる。
抽出したデータに対して、面ごとに語彙調査を行った。語彙調査では、奈
良先端科学技術大学院大学で開発・公開されている形態素解析ツール
ChaSen（茶筅）を利用した。それによって分割された形態素に対して、国
立国語研究所の言語調査単位の短単位になるように修正分割をほどこした。
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その結果を集計して、各面に出現した語彙に外来語がどの程度含まれるのか、
また、各面で多く出現した外来語とはどのような語であったのかを整理し、
比較した。
 5 ．調査結果
 5.1. 全体の語彙量
各面における 3 紙を合わせた語彙量は、次の表 1 の通りである。
表 1.　面別の語彙数
延べ語数 異なり語数
第　一　面 12,2 11,21
経　済　面 120,041 10,
社　会　面 ,238 13,306
生　活　面 8,13 13,3
スポーツ面 4,406 12,26
投　書　面 2,20 11,31
サンプリングで、どの面も毎日  文ずつサンプリングしているので、延べ
語数が多い面は、それだけ文の長さの平均値が大きいことを意味する。
表 1 からは、第一面や経済面は 1 文が長く、生活面や投書面は 1 文が短いと
いうことが推測できる。
延べ語数と異なり語数の関係で注目されるのは、第一面と経済面は、延べ
語数が多い割に異なり語数が少ないこと、それに対して、社会面や生活面で
は、延べ語数の割に異なり語数が多いことである。特に、生活面は、延べ語
数は少ない方から 2 番目なのに、異なり語数は最も多い。この事実から推測
できるのは、次のようなことであろう。第一面や経済面は、内外の政治経済
が中心となるため、毎日違った内容が展開されることは少なく、それに伴っ
て同じような語を繰り返し用いている可能性が高い。それに対して、社会面
や生活面は、毎日さまざまな内容のことが取り上げられることが多く、その
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ために、語彙のバラエティーも多くなっているということである。
 5.2. 面別の外来語比率
さて、問題の外来語であるが、各面でどのような比率で使われているのか
を次の表 2 に示す。表 2 は、延べの比率、つまり、延べ語数における外来語
（固有名詞を除く）の比率の多いものから並べたものである。
表 2.　面別の外来語比率（延べ語数の比率順）
面 延べ語数 延べ比率 異なり語数 異なり比率
スポーツ面 6,32 6.（11.0） 3 8.1（1.2）
生　活　面 3,3 4.8（ .4） 1,2 .4（11.4）
経　済　面 ,6 4.（ 6.4） 1,14 10.8（18.1）
社　会　面 3,6 3.（ 4.2） 4 .1（ 8.4）
投　書　面 1,18 2.4（ 2.8） 4 6.6（ .）
第　一　面 2,84 2.3（ 3.0） 4 6.6（ .）
（比率のカッコ内の数値は固有名詞を含む場合）
この比率が最も高いのはスポーツ面であった。つまり、単純な言い方をす
れば、新聞紙面を広げたときに、片仮名のことばが最も多く目に飛び込んで
くるのは、この六つの面ではスポーツ面だということである。固有名詞を入
れると、10語に 1 語以上が外来語ということになる。それに対して、紙面を
見たときの印象で、逆に外来語が少なく感じられるのは、投書面や第一面だ
ということである。スポーツ面のわずか 3 分の 1 程度である。
異なりでは、固有名詞を入れると、延べの場合と同様にスポーツ面が最も
多いが、固有名詞を除くと経済面が最も多い。経済用語に外来語が多く使わ
れていることが推測される。逆に、異なりで外来語が少ないのは、延べの場
合と同様、投書面や第一面であった。ただし、多いものとの差は、延べの場
合ほど大きくない。最も多い経済面の半分以上はある。つまり、延べになる
と、異なり以上に面による差が大きくなるということである。
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暮らしの中の外来語
次に、面ごとに見てみよう。外来語の多いスポーツ面の場合だが、日本の
新聞では、野球、サッカーが大きくかつ多く扱われている。まず、両者のゲー
ムの用語は外来語が多くを占めている。それに、近年は、野球では大リーグ
の情報も多く見られ、サッカーでは、国際試合などが話題になることも多い。
そのような点を考慮に入れると、固有名詞を含めて外来語が多く出現するこ
とは十分納得されることである。表 2 のような外来語の多い結果も当然のこ
とと思われる。
また、経済面については、それが専門的なことがらを扱っており、専門用
語としての外来語が多くなることは、それがやむを得ないとまで言えるかど
うかは別にして、十分に想像できることである。ところで一般の読者には、
経済面は難しいというイメージがあるが、それは一つには、この専門用語が
多いことが理由だと思われる。これに外来語という要素が加わることによっ
て、より難解なイメージが増していることも十分に考えられる。外来語使用
についての問題点は、単に多来語の多さだけでなく、それが使われる分野や
文章といった背景も関係してくるように思われる。
他方、外来語の出現率が低かった投書面と第一面については、次のような
ことが考えられる。
まず、投書面は編集者の手が入るにしても、元は読者の手になるものであ
り、そこでは、本質的にそれほど外来語が多用されていないのだと考えられ
る。書くことが専門でない人々が、自分の考えや意見を述べようとする投書
では、外来語を使う必要がそれほどないということではないか。外来語の増
加に関して、一般の人々が情報を発信する立場では大きな問題になっていな
いとも言えよう。
出現率の低かったもう一つの第一面については、その使用文字種として漢
字の多いことが、これまでの各種の調査によって明らかにされている。つま
り、第一面の中心になる語は漢語なのである。第一面では、政治問題、外交
問題や大事件など一般的なニュースが扱われる。その際、国際政治がテーマ
になれば、当然、外国の固有名詞は出現するが、普通名詞としては外来語で
はなく漢語が多く使われているということであろう。
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表 2 について、もう一つ注目しておきたいことがある。それは生活面のこ
とである。この面は、延べでみると、語数はさほど多くはないが、固有名詞
を除いた比率はスポーツ面に次いで 2 番目に多い。他方、異なりにおいては、
その数が最も多く、固有名詞を除いた比率も経済面に次いで 2 番目に多い。
先に、 .1. で、生活面ではさまざまな語彙が使用されている可能性の高いこ
とを指摘しておいた。それは、外来語についても同様のことであると推測さ
れる。
生活面というのは、新聞におけるイメージとしてはあまり強くない。多く
の人が新聞といって連想するのは、第一面や社会面であろう。その意味で、
生活面は忘れられがちであり、また、研究対象としても重要視されないこと
もある。しかし、生活面は人々の日常生活にかかわる情報を扱う紙面であり、
そこに外来語が少なからず進出している事実は、生活面における語彙、特に
外来語のありようを追究する重要性を感じさせる。
 5.3. 面別の使用度数の多い外来語
次に、それぞれの面で実際に多かった外来語を具体的に調べてみよう。面
ごとに多かった30位までの外来語を挙げたものが表 3 である。表 3 では固有
名詞を除いて集計している。
この表では、いくつかのことが目につく。例えば、スポーツ面の外来語で
は、「リーグ・プロ・サッカー・オリンピック・シード・オープン・アンダー・
シングルス・ツァー」など、30語のうち、かなりの語がスポーツ関連の用語
である。経済面もスポーツ面ほどではないが、「サービス・メーカー・ドル・
ベンチャー・ユーロ・リストラ・バブル・コスト・ブランド」など、やはり
経済にかかわりの深い語が多い。それに比べると、生活面、社会面、第一面、
投書面などでは、その面だからこそという語はほとんどない。
 .2. でスポーツ面と経済面は、面別の外来語比率が多かったと述べた。そ
のスポーツ面と経済面において専門的な外来語が多いことは、外来語の増加
が専門語とかかわっていることを抜きに考えられないことを示していると言
えるだろう。
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暮らしの中の外来語
次に、やはり面別の外来語比率が多いほうであった生活面で、専門的な語
が認められなかったことは、生活面の性格と日常生活での外来語との関係を
示しているように思われる。生活面は日常生活に必要な情報が得られる紙面
であり、そこで使用されるような外来語こそ一般の人々の生活に必要な外来
語なのではないか。したがって、外来語問題、例えば外来語使用を規制すべ
きかどうかなどについて考えるときには、日常生活に浸透している外来語が
使用される生活面における外来語が、どのようなものかを調べておく必要が
あるだろう。
このように、生活面における外来語を見ることで、一般化している外来語
を知ることができるが、また、専門的でない外来語を求めるのに、多くの分
野に出現している外来語を調べるという方法も考えられる。ここで言えば、
複数の面に出現している外来語を調べることになる。
例えば、表 3 では、「グループ」という語が、生活面の  位、経済面
の 3 位、社会面の 2 位、投書面の26位、第一面の 1 位と、五つの面で30位以
内に入っている。同様に、「テレビ」も生活面の10位、経済面の12位、社会
面の14位、投書面の 1 位、第一面の  位と、スポーツ面以外で上位に入って
いる。「グループ」「テレビ」のような語は、もはや十分に日本語の中に入り
込んでいるわけで、このような結果は当然だと言えよう。
そこで、今回、各面30位以内に 3 面以上出現した語を拾ってみると、「キロ・
グループ・テレビ・メーカー・メートル（以上  面）、サービス・ホーム・
ホテル（以上 4 面）、エネルギー・カード・ガス・ケース・センター・センチ・
トップ・パソコン・ボランティア・メンバー（以上 3 面）」であった。これ
らは、ほとんどの語がずいぶん以前から使われている外来語であり、熟した
外来語と言えるものであるが、その中で「ボランティア」は比較的新しいも
のと思われる。この語などは急速に日常生活の中に取り入れられた語の一つ
であろう。
表 3 で、もう一つ上位に出現している語の特徴としてとらえられることは、
数量の単位を表す語が多いことである。「キロ・センチ・メートル・ドル」
などが、複数の面において上位に散見される。このような数量単位の外来語 
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表 3 　面別の外来語比率順
スポーツ面 ％ 生　活　面 ％ 経　済　面 ％
リーグ 4.8 パーセント 4.4 サービス 3.8
チーム 4. センター 1.8 インターネット 3.6
プロ 2.8 センチ 1.3 グループ 3.
メートル 2.6 サービス 1.1 ネット 2.2
サッカー 1.8 ホーム 1.0 システム 2.0
キロ 1. ボランティア 1.0 メーカー 1.
オリンピック 1.2 グループ 0. ドル 1.8
シード 1.2 ケア 0. ソフト 1.
トップ 1.1 キロ 0.8 パソコン 1.4
オープン 1.1 テレビ 0. デジタル 1.2
アンダー 1.0 ケース 0. ベンチャー 1.1
シングルス 1.0 グラム 0. テレビ 1.0
ツアー 1.0 メーカー 0.6 ビジネス 1.0
コーチ 0. トイレ 0.6 ユーロ 1.0
ゴール 0. パソコン 0.6 ガス 0.
ラン 0. テーマ 0.6 データ 0.
ワールドカップ 0. ストレス 0. リサイクル 0.
ゴルフ 0.8 ホテル 0. ゼロ 0.
プレー 0.8 スタッフ 0. リストラ 0.8
レース 0.8 ワイン 0. エネルギー 0.8
クラブ 0. カップ 0. バブル 0.8
スタート 0. パート 0. コスト 0.8
ボール 0. ネットワーク 0. カード 0.8
リード 0. デザイン 0. ホテル 0.
エース 0. シンポジウム 0. ハイテク 0.
スポーツ 0. ページ 0.4 ゲーム 0.
ベスト 0. タイプ 0.4 ビール 0.
メダル 0. パン 0.4 トップ 0.
シリーズ 0.6 ホスピス 0.4 ブランド 0.6
テニス 0.6 メンバー 0.4 マイナス 0.6
バスケットボール 0.6 メートル 0.4 コンピューター 0.6
デザイナー 0.4
トマト 0.4
フライパン 0.4
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暮らしの中の外来語
社　会　面  ％ 投　書　面  ％ 第　一　面 ％
メートル 3. テレビ 4.2 グループ 3.
グループ 3.1 ニュース 1.4 ドル 2.3
キロ 2.2 ボランティア 1.3 メートル 2.1
ホーム 1.8 ガイドライン 1.2 キロ 1.8
ホテル 1.6 イコール 1.2 システム 1.
マンション 1.4 カード 1.0 センター 1.
センチ 1.2 リストラ 1.0 ガス 1.3
シャツ 1.2 サービス 0. テレビ 1.3
ビル 1.1 バス 0. ケース 1.2
ケース 1.0 スーパー 0.8 ホテル 1.1
カード 0. プロ 0.8 ガイドライン 1.1
センター 0. タクシー 0. ウラン 1.0
メンバー 0. スポーツ 0. ホーム 0.
トン 0.8 メートル 0.6 レベル 0.
テレビ 0.8 マスコミ 0.6 サービス 0.8
ガス 0.8 ファン 0.6 トップ 0.8
テープ 0.8 ダイオキシン 0.6 エネルギー 0.8
ボランティア 0. リサイクル 0.6 バンク 0.8
ページ 0. ホーム 0.6 メーカー 0.8
ビデオ 0.6 チェック 0.6 ビル 0.
ゴルフ 0.6 トンネル 0.6 メンバー 0.
メーカー 0.6 パソコン 0.6 マイナス 0.
トラブル 0.6 エネルギー 0.6 オレンジ 0.
オレンジ 0. ママ 0.6 ヘリポート 0.
ワゴン 0. サマータイム 0.6 ミリ 0.
トイレ 0. キロ 0. タンク 0.
チーム 0. メーカー 0. センチ 0.6
インターネット 0. ストレス 0. トン 0.6
カメラ 0. ミサイル 0. バブル 0.6
チェック 0. グループ 0. ノン 0.6
テスト 0. ビルディング 0.6
クラス 0.
インフルエンザ 0.
ゲーム 0.
ラジオ 0.
オリンピック 0.
マナー 0.
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は、日常生活の中でなくてはならないものであり、他のことばに置き換える
ことはできないものである。もはや日本語としてすっかり根付いたものだと
言えよう。
 6 ．まとめ
今回の新聞における外来語の面別調査からは、外来語の出現状況は面に
よって異なっていることが明らかになった。スポーツ面と経済面では外来語
が多く使われていたのに対して、投書面や第一面では外来語そのものがそれ
ほど多くはなかった。つまり、新聞における外来語といっても、さまざまな
性格をもった外来語が存在しうるのであって、外来語をひとくくりにして
扱ってはならないということである。
また、生活面では、外来語は延べで見たときにはそれほど多くはないが、
異なりの種類としてはずいぶん多くの語が使われていた。そして、各面の個々
の語を見れば、スポーツ面や経済面では専門用語としての外来語が多く見ら
れていたのに対して、生活面では、専門語的なものではなく、日常生活にと
けこんでいるものが使われていた。
以上のことから、一般の暮らしに最も関係の深い外来語は、新聞では生活
面に使われているものだと推測される。一般の人々にとって、生活面は生活
情報を得る面でという性格をもつので、やや誇張して言えば、外来語は新聞
の生活面を通して人々の日常生活に入りこんできているのである。
また、生活面が情報を得る面であれば、他方、投書面は情報を発信する面
だと考えることができる。その投書面では、外来語があまり見られなかった
ということは、一般の人々は、外来語を受け取っている割にはそれを使おう
とはしていないことになる。その意味では、一般の人々は、外来語使用に対
して冷静であると言えないか。
このことから次のような結論を導くことができそうである。
日本語の中に多くの外来語が流入して、社会生活を営む上で問題が生じ
てきているという指摘があるが、それは一般の人々に責任があるのでは
なく、例えば、新聞のような、情報を一般の人々に送り込む側に問題が
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暮らしの中の外来語
ある。
一般の人々は外来語をやたらに使用したりはしていないのに、情報を受け
取るときに多く使われている外来語を理解しなければならないのだから。
 7 ．おわりに
一時、国立国語研究所によって考案されていた外来語の言い換え問題が話
題になった。2003年から2006年まで 4 回に分けて、10語余りの比較的新し
い外来語について、言い換え語の提案がなされた。最初のころは新聞各紙に
も大きく取り上げられていたが、いつの間にか議論が下火になってしまった。
この件について、最後に一言述べておきたい。
外国から日本に流入してくる外来語は、いきなり一般の人が使い始めると
いうことは考えにくい。これまでに見てきたように、まずは、マスメディア、
あるいは専門家の手を通じて、徐々に一般の人々に接近してくる。それが、
やがて一般化して普及する。したがって、もし、分かりにくい外来語の氾濫
をくいとめるには、
A　専門家・マスメディアの「水際」でチェックをかける（言い換え案を
利用してもらう）。
B　一般人の潜在下にある外来語崇拝をなくす（言い換えも可能なことを
認識してもらう）。
が考えられる。これらにおける言い換えならば、決して無意味ではないと思
われるし、賛同も得られるのではないか。
しかし、A の場合、その外来語が広まる前の段階であれば言い換えは可
能であろうが、広まるかどうかわからない段階で言い換えを考えることはだ
れもしないだろう。また、すでに広まってしまった外来語の場合には、改め
てそれを言い換えて使うことは現実には難しい。
Bの場合は、人々に言い換えを認めてもらうには、多くの人が使いやすい
とかぴったりだと認めるような言い換えでなければならない。また、それ以
前に、外来語に対する認識を変える教育は実行が難しかろう。「外来語はイ
メージの点で問題をもっているし、外来語を使うにあたっては、その語の使
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用がふさわしいかどうか十分に考慮して、言い換え利用をすることも含めて
検討するような態度を養おう」などという教育は、とても現実的ではあるま
い。
外来語に限らないが、よほど危機的な意識が存在しない限り、人々の日本
語意識を急に変えようとすることは決して成功することはない。外来語の言
い換えの話題がいつの間にか消えたのは、ごく当然の成り行きだったのであ
る。
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新聞社会面・地域面の語彙
―2002年の新聞 3 紙を資料として―
岸　本　千　秋
 1 ．はじめに
本稿は、新聞の社会面と地域面とを調査対象として語彙調査を行い、それ
ぞれの面にどのような語が使用されているのか、使用されている語に違いが
あるのかどうか、違うとすればどのように違うのかについて考察することを
主な目的とする。
新聞の社会面は、全国的な事件・事故がおもに掲載される。他方、地域面
では、その地域で起こった事件や事故のほか、催し物などの行事、それにか
かわる人物など、地域に密着した内容が掲載されることが多い。各面の語を
比較することにより、それぞれの特色とも言える語が現れるかどうかを見て
みたいと考える。
 2 ．調査の方法
朝日、毎日、読売の新聞 3 紙（各大阪本社発行）の社会面と地域面（阪神版）
について、2002年 2 月～ 4 月における、休刊日を除くすべての日の朝刊から、
各日 5 文ずつを無作為抽出した。
データの抽出方法は次のとおりである。まずパソコンで乱数を発生させ、
一対の数値を決める。その二つの数が、それぞれ紙面におけるタテ位置とヨ
コ位置を指す。タテ位置は紙面の段の数を、ヨコ位置は段における左からの
距離を意味する。タテ位置である段については、紙面の各面の基本段数が15
なので、その紙面で該当する15以下の数に限定した。ヨコ位置は、新聞の横
幅が約380ミリメートルあるので、380以下の数を求めた。次にその二つの値
によって決められた一点を含む、もしくは最も近い文を選ぶ。ただし、記事
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の見出し、広告欄、写真のキャプション、死亡告知欄、マンガ欄、数字のみ
を羅列したものは対象外とした。
この操作を、 3 紙の朝刊の社会面、地域面それぞれに対して、 5 回ずつ行う
ことによって 5 文ずつを抽出したのである。この作業で得られたデータは、
255日分あり、 3 紙全体では 2 ,550文であった。これらをテキストデータとし
て入力し、日本語自然言語処理システム「茶筅」によってプログラム処理を
行うことにより、使われている語彙を調べた。
調査対象とした語彙は自立語だけで、助詞、助動詞は含めない。語彙の調
査単位は国立国語研究所の語彙調査で規定されている短単位とした。その結
果、
延　べ：56,275語
異なり：20,140語
が得られた。
新聞別、面別の異なり語数と延べ語数の内訳は次の表 1 の通りである。
表 1
地域面 社会面
異なり 延べ 異なり 延べ
朝日 2,941 7,670 3,300 9,825
毎日 3,375 8,742 3,542 9,746
読売 3,418 8,958 3,564 11,334
計 9,734 25,370 10,406 30,905
以下、面別に特徴的だと考えられる語を品詞別に、名詞、動詞、形容詞、
形容動詞の順に示す。それぞれの面に特徴的に取り出された語について、例
えば、名詞ユニーク語といった指し示し方をすることとする。
手順としては、まず、社会面、地域面、それぞれの度数順語彙表を作成す
る。それをもとに品詞別に再集計する。そうすると、例えば社会面の名詞、
地域面の名詞といった一覧表ができる。次に、それぞれの一覧表の語につい
て、重複しているデータ以外のデータを抽出する。そのようにして抽出され
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た重複しないデータが、それぞれの面に特徴的だと考えられる語になる。
（調査の問題点）
ただし、今回の調査は、標本抽出調査であり全数調査ではない。したがっ
て、抽出された語が、完全に、つまり100％その面だけに出現する特徴的な
語であるとは言えない。なぜなら、たとえ頻度が 1 であっても、双方の面に
出現した語は重複する語として消去され、特徴的な語としては残らない。そ
の意味で、以下に示す語は、それぞれの面を完璧に特徴づける語だと言い切
れない。標本抽出調査では、調査対象のすべてをカバーできないからである。
しかしながら、重複しなかった語、つまり、抽出された語を一覧してみる
と、社会面は社会面の、地域面は地域面のそれぞれ特色を表している語が並
んでいるように見受けられる。重複調査の結果残った語は、その面の特徴を
表す傾向にあると言えると考えるものである。
なお、本稿では、面別の特徴的な語彙を示すことを第一の目的とするため、
新聞社間の語彙の比較は目的としない。
 3 ．調査結果
 3.1 　名詞ユニーク語（地域面：頻度 6 まで　社会面：頻度 5 まで）
順位（名詞） 順位（全体） 基本形 頻度
1 104 交流 27
2 204 学園 16
3 266 コンサ トー 13
3 266 参画 13
3 266 選抜 13
6 291 練習 12
7 327 募金 11
8 373 まち 10
8 373 卒業 10
10 431 まつり 9
10 431 遺跡 9
12 491 犠牲 8
12 491 公演 8
12 491 親 8
15 564 意味 7
15 564 延べ 7
15 564 関心 7
15 564 投手 7
19 675 コンクール 6
19 675 メニュー 6
表 2 　【地域面　名詞】
順位（名詞） 順位（全体） 基本形 頻度
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19 675 応募 6
19 675 下落 6
19 675 機能 6
19 675 建て替え 6
19 675 市町 6
19 675 取り組み 6
19 675 出願 6
19 675 城跡 6
19 675 世帯 6
19 675 雪 6
19 675 入試 6
19 675 年寄り 6
表 3 　【社会面　名詞】
順位（名詞） 順位（全体） 基本形 頻度
1 83 府警 42
2 103 秘書 35
3 119 政治 31
4 134 詐欺 29
5 143 殺害 28
6 153 拉致 26
7 261 損害 17
8 278 供述 16
8 278 選挙 16
10 338 刑事 13
11 407 給与 11
11 407 男子 11
11 407 賠償 11
14 465 記載 10
14 465 工作 10
16 519 ハム 9
16 519 以前 9
16 519 加工 9
16 519 呼吸 9
16 519 控訴 9
16 519 行方 9
16 519 国会 9
16 519 受注 9
16 519 組員 9
16 519 代理 9
16 519 投票 9
16 519 否定 9
16 519 歩道 9
16 519 暴力 9
16 519 裏金 9
16 519 和解 9
32 599 現行 8
32 599 厚生 8
32 599 告発 8
32 599 手配 8
32 599 藤 8
32 599 判明 8
32 599 要請 8
39 697 おわび 7
39 697 パチンコ 7
39 697 自殺 7
39 697 辞職 7
39 697 取得 7
39 697 出産 7
39 697 代議 7
39 697 長女 7
39 697 投資 7
39 697 特捜 7
39 697 報酬 7
39 697 暴走 7
順位（名詞） 順位（全体） 基本形 頻度
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まず、名詞の一覧を表 1 、表 2 に示す。地域面（表 2 ）は頻度 6 まで、社会
面（表 3 ）は頻度 5 までを一覧とした。各面に特徴的と考えられる名詞の異
なり語数と延べ語数は、次の通り。
　　　　　　　　　　　　　まず、全体的には、社会面の方が地域面より、
異なり、延べ語数ともに多く、社会面の語の方
が多様性に富んでいることがうかがえる。
社会面の上位10語は、「府警」「秘書」「政治」「詐欺」「殺害」「拉致」「損害」
「供述」「選挙」「刑事」となっており、事件や事故に関係する語、また、政
治にかかわる語が並んでいることが分かる。11位以下の語を眺めてみても、
【名詞】 異なり 延べ
地域面 1903 2931
社会面 2182 3749
51 800 堰 6
51 800 解剖 6
51 800 外相 6
51 800 計算 6
51 800 公安 6
51 800 収賄 6
51 800 接触 6
51 800 他殺 6
51 800 聴取 6
51 800 背任 6
51 800 放火 6
51 800 黙秘 6
63 929 カルテ 5
63 929 ゼネコン 5
63 929 以来 5
63 929 栄養 5
63 929 園長 5
63 929 請け 5
63 929 解体 5
63 929 海岸 5
63 929 棄却 5
63 929 教員 5
63 929 金属 5
63 929 知事 5
63 929 公設 5
63 929 口利き 5
63 929 広告 5
63 929 在庫 5
63 929 産地 5
63 929 支出 5
63 929 死刑 5
63 929 失敗 5
63 929 実質 5
63 929 謝罪 5
63 929 出資 5
63 929 人物 5
63 929 政党 5
63 929 全面 5
63 929 組長 5
63 929 大蔵 5
63 929 通信 5
63 929 都内 5
63 929 反対 5
63 929 飛士己 5
63 929 防砂 5
63 929 未明 5
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ほとんどが、事件、事故、政治に関する語である。
他方、地域面には、社会面のような事故、事件にかかわると見られる語は
特徴的には現れない。上位には、「交流」「学園」「コンサート」「参画」「選抜」
「練習」「募金」など、どちらかと言えば、地域の行事や催しなどに関連す
ると思われる語が見られる。「学園」（ 2 位）や「選抜」（ 3 位）、「練習」（ 6 位）、
「投手」（15位）などは、春の選抜高校野球大会に関する記事が影響した結
果と見てよいであろう。
 3.2 動詞ユニーク語（地域面・社会面：頻度 4 まで）
次に動詞ユニーク語について見てみる。
　　　　　　　　　　　　　全体としては、異なり、延べともに、社会面
より地域面の方が、ユニーク語が多いことが分
かる。
具体的な語については、表 4 、表 5 に示す。
地域面では、「食べる」（ 1 位）、「生まれる」（ 5 位）、「ふれあう」（ 8 位）
など、人間の行動に関する語が特徴的な語として取り上げられるだろう。
社会面の特徴的な語は、「辞める」（ 5 位）、「買い取る」（同）、「絞める」（ 9 位）、
「刺す」（同）、「襲う」（同）などがあげられる。これらは、政治的な記事や、
事件などに使用されているであろうことが推測される。
表 4 　【地域面　名詞】
順位（名詞） 順位（全体） 基本形 頻度 順位（名詞） 順位（全体） 基本形 頻度
1 564 食べる 7 8 1000 ふれあう 4
2 675 回る 6 8 1000 詰めかける 4
2 675 込める 6 8 1000 撮る 4
2 675 申し込む 6 8 1000 探す 4
5 805 生まれる 5 8 1000 締め切る 4
5 805 題す 5 8 1000 浴びる 4
8 1000 すける 4
【動詞】 異なり 延べ
地域面 352 504
社会面 317 482
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表 5 　【動詞　社会面】
順位（名詞） 順位（全体） 基本形 頻度 順位（名詞） 順位（全体） 基本形 頻度
1 407 基づく 11 9 1152 移す 4
2 599 起こす 8 9 1152 気づく 4
3 697 去る 7 9 1152 絞める 4
3 697 投げる 7 9 1152 刺す 4
5 800 辞める 6 9 1152 襲う 4
5 800 買い取る 6 9 1152 装う 4
7 929 うかがう 5 9 1152 達す 4
7 929 消す 5 9 1152 浮かび上がる 4
 3.3 形容詞ユニーク語（地域面：頻度 3 まで　社会面：頻度 2 まで）
次に、それぞれの面に出現した形容詞ユニーク語について示す。
　　　　　　　　　　　　　全体的には、延べ、異なりともに地域面の方
が多い。地域面は、特定の個人や店などに焦点
を当てた紹介記事といえるようなものもある。
そのため、使用される形容詞の幅が広がったのではないかと推測される。
表 6 　【地域面　形容詞】　　　　　　　　表 7 　【社会面　形容詞】
順位 順位（全体） 基本形 頻度 順位 順位（全体） 基本形 頻度
1 373 うれしい 10 1 1152 つらい 4
2 491 おいしい 8 2 1461 厚い 3
3 1000 違い 4 2 1461 赤い 3
4 1283 古い 3 4 2027 難い 2
4 2027 怖い 2
4 2027 余儀ない 2
面別に見てみると、地域面の「うれしい」（ 1 位）と「おいしい」（ 2 位）
の 2 語が比較的頻度が高いことが見てとれる。それ以外の語は、地域面、社
会面ともに、ユニークとして取り出されたとはいえ頻度が低く、特徴的な語
というにははばかられる。だが、比較という目で見てみると、「うれしい」「お
いしい」など、地域面にはプラスイメージの語が特徴的に現れていると言え
【形容詞】 異なり 延べ
地域面 45 71
社会面 33 43
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なくもない。
それは、社会面で、「つらい」（ 1 位）、「怖い」（ 4 位）といった、いわば
マイナスイメージの語がユニーク語として取り出されていることと対照的で
ある。
 3.4 形容動詞ユニーク語（地域面、社会面：頻度 2 まで）
　　　　　　　　　　　　　　全体は、異なりでは社会面の方が頻度が高
く、延べでは地域面の方が頻度が高い。つま
り、ユニーク語に関しては、社会面より地域
面の方が、同じ語を複数回使用していることになる。
表 6 、表 7 には、頻度 2 までの形容動詞ユニーク語をあげた。
表 8 　【地域面　形容動詞】　　　　　　　表 9 　【社会面　形容動詞】
順位 順位（全体） 基本形 頻度 順位 順位（全体） 基本形 頻度
1 491 好き 10 1 929 同様 5
2 805 きれい 5 2 1461 確実 3
2 805 都合 5 3 2027 ずさん 2
2 805 熱心 5 3 2027 安定 2
5 1000 いや 4 3 2027 公平 2
6 1283 貴重 3 3 2027 私的 2
6 1283 高度 3 3 2027 単純 2
6 1283 静か 3 3 2027 頻繁 2
6 1283 素朴 3 3 2027 不十分 2
6 1283 満足 3 3 2027 変 2
11 1834 ひたむき 2 3 2027 有力 2
11 1834 懸命 2
11 1834 上手 2
11 1834 正直 2
11 1834 繊細 2
11 1834 多様 2
11 1834 着実 2
【形容動詞】 異なり 延べ
地域面 45 71
社会面 33 43
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地域面では、「好き」（ 1 位）、「きれい」（ 2 位）、「熱心」（同）のほか、「貴
重」「静か」「素朴」「満足」「ひたむき」「正直」「繊細」など、形容詞と同様、
良いイメージの語が並んでいると言える。また、「熱心」「素朴」「ひたむき」
「正直」など、人間を描写した語ととらえられるものがある。
他方、社会面では、「同様」「確実」「ずさん」「安定」などがユニーク語と
して取り出された。社会面ではやはり、事件、事故、政治に関係する語が抽
出されたと言えよう。
 4 ．地域面の方言使用
さて、地域面では、その地域での行事や催し、それらの関係する人物など
が記事として取り上げられていることが多い。その際、登場する人物の発話
内容が記事に引用されている場合もある。その引用されている発話のうち、
方言が使用された形として掲載されているものがどれほどあるか見ておきた
い。ただし、 3 紙、 3 箇月分を合わせて、方言が使用されているのは、16例と
少ない。使用した地域版は阪神版であり、記事にも阪神間の人物が取り上げ
られているため主に関西方言を含む発話が引用されている。以下に代表的な
ものをあげておく。
⑴　若い人に、ぼくたちが上の世代から教わってきたこと、ぜいたくはも
うええで、人を殴ったら痛いねんで、ということを、ぼくなりに絵を
描いたりして言い続けていくしかない。
⑵　伝令の伊藤は 1 回表、 1 死一、二塁のピンチでマウンドに走り、集
まった内野手に「優勝したら 2 カ月間、学校の食堂ただなんやからな」
と声をかけた。
⑶　縦 6 メートル、横11メートルのオーロラビジョンに自分たちの姿が映
し出されると、「映ってるで」「ほんまや」などと歓声が上がった。
⑷　ベンチでもみくちゃにされ、「ほんまに打ったんや」と、ようやく実
感がわいた。
⑸　嫁はんと岡山の兼六園に行って。
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⑹　それをラジオでやったら、えらいうけたということで。
⑺　壊れた家の前にぼうぜんと座り込むおばあさんに、「あんたに何を言っ
てもしょうがない。どないもならへん」と、取材を拒否されたのが、
その後も震災にかかわるきっかけの一つになりました。
⑻　「ほら、釣り糸が絡まっとるんや」と説明しながら、用意したピンセッ
トとハサミで手際良く糸を取り除いてやった。
⑼　永田裕治監督は「（甲子園に向けて）やらなあかんなと思う。選手も
ぴりぴりさせなあかん。週末はハードにやる」と厳しい表情だった。
単語では、「（いい）よい」が「ええ」に、「本当」が「ほんま」、「とても」
が「えらい」、「どう」が「どない」、「だめ」が「あかん」となっているなど
のほかに、「妻」を「嫁はん」と呼ぶなど、関西独特の表現が使われている。
また、終助詞では、「で」「や」「な」「ねん」「へん」などが使用されている。
 4 ．おわりに
今回の調査では、社会面と地域面との語の比較をおもな目的とした。結果、
社会面では事件や事故、また政治に関する語が特徴的に出現した。地域面で
は、行事に関する語（名詞）、人間の行動に関する語（動詞）、などが取り出
された。また、関西方言の使用も少ないながら認められた。
最後に、細かい数値などは多少修正すべきところもあり、100％の精度で
はないことを書き添えておく。
面 順位 基本形 品詞 頻度 ‰
社 6 市 名詞 250 8.1
社 7 人 助数詞 237 7.7
社 8 1 数詞 230 7.4
社 9 こと 名詞 216 7.0
社 10 2 数詞 200 6.5
≪資料 1 ≫社会面頻度順語彙表　0.7‰まで　（朝日、毎日、読売）
面 順位 基本形 品詞 頻度 ‰
社 1 する 動詞 1402 45.3
社 2 いる 動詞 571 18.5
社 3 日 助数詞 412 13.3
社 4 れる 接尾辞 403 13.0
社 5 者 接尾辞 251 8.1
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面 順位 基本形 品詞 頻度 ‰
社 10 さん 接尾辞 200 6.5
社 12 ある 動詞 188 6.1
社 13 容疑 名詞 183 5.9
社 14 年 助数詞 176 5.7
社 15 約 接頭辞 163 5.3
社 16 大阪 固有名詞 153 4.9
社 17 円 助数詞 147 4.8
社 18 事件 名詞 140 4.5
社 19 3 数詞 139 4.5
社 20 県 名詞 134 4.3
社 21 同 接頭辞 123 4.0
社 22 5 数詞 121 3.9
社 23 なる 動詞 119 3.8
社 24 一 数詞 118 3.8
社 25 いう 動詞 115 3.7
社 26 0 数詞 110 3.6
社 27 元 接頭辞 107 3.5
社 28 6 数詞 99 3.2
社 29 月 名詞 98 3.2
社 30 時 名詞 94 3.0
社 31 4 数詞 92 3.0
社 32 ら 接尾辞 90 2.9
社 33 二 数詞 85 2.7
社 34 7 数詞 80 2.6
社 34 8 数詞 80 2.6
社 36 会社 名詞 79 2.6
社 37 中 接尾辞 77 2.5
社 38 区 接尾辞 76 2.5
社 39 後 接尾辞 75 2.4
社 40 十 数詞 73 2.4
社 40 前 接頭辞 73 2.4
社 42 逮捕 名詞 72 2.3
社 43 9 数詞 71 2.3
面 順位 基本形 品詞 頻度 ‰
社 44 万 数詞 69 2.2
社 45 この 連体詞 68 2.2
社 45 せる 接尾辞 68 2.2
社 45 よる 動詞 68 2.2
社 45 会 接尾辞 68 2.2
社 49 受ける 動詞 64 2.1
社 50 ため 名詞 63 2.0
社 50 署 接尾辞 63 2.0
社 52 捜査 名詞 60 1.9
社 53 ごろ 接尾辞 59 1.9
社 53 日本 固有名詞 59 1.9
社 53 分 助数詞 59 1.9
社 56 三 数詞 58 1.9
社 57 議員 名詞 57 1.8
社 58 調べ 名詞 56 1.8
社 59 よう 名詞 55 1.8
社 59 被告 名詞 55 1.8
社 61 町 接尾辞 54 1.7
社 62 東京 固有名詞 53 1.7
社 63 わかる 動詞 52 1.7
社 63 県警 名詞 52 1.7
社 63 昨年 名詞 52 1.7
社 63 話す 動詞 52 1.7
社 67 側 接尾辞 50 1.6
社 67 男性 名詞 50 1.6
社 67 府 接尾辞 50 1.6
社 70 氏 接尾辞 49 1.6
社 70 的 接尾辞 49 1.6
社 72 所 接尾辞 48 1.6
社 73 おる 動詞 46 1.5
社 73 みる 動詞 46 1.5
社 73 午後 名詞 46 1.5
社 73 長 接尾辞 46 1.5
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面 順位 基本形 品詞 頻度 ‰
社 73 二十 数詞 46 1.5
社 78 関係 名詞 45 1.5
社 79 車 名詞 44 1.4
社 80 九 名詞 43 1.4
社 80 兵庫 固有名詞 43 1.4
社 82 五 数詞 42 1.4
社 82 府警 名詞 42 1.4
社 84 メートル 助数詞 41 1.3
社 84 疑い 名詞 41 1.3
社 84 四 数詞 41 1.3
社 84 神戸 固有名詞 41 1.3
社 84 性 接尾辞 41 1.3
社 84 当時 名詞 41 1.3
社 90 くる 動詞 40 1.3
社 90 員 接尾辞 40 1.3
社 92 金 接尾辞 39 1.3
社 92 言う 動詞 39 1.3
社 94 女性 名詞 38 1.2
社 94 問題 名詞 38 1.2
社 96 牛肉 名詞 37 1.2
社 96 写真 名詞 37 1.2
社 96 鈴木 固有名詞 37 1.2
社 99 求める 動詞 36 1.2
社 99 思う 動詞 36 1.2
社 99 判決 名詞 36 1.2
社 102 運転 名詞 35 1.1
社 102 午前 名詞 35 1.1
社 102 市内 名詞 35 1.1
社 102 秘書 名詞 35 1.1
社 102 分かる 動詞 35 1.1
社 107 10 数詞 34 1.1
社 107 さ 接尾辞 34 1.1
社 107 計 名詞 34 1.1
面 順位 基本形 品詞 頻度 ‰
社 107 検査 名詞 34 1.1
社 107 死亡 名詞 34 1.1
社 107 大 接頭辞 34 1.1
社 107 法 接尾辞 34 1.1
社 114 偽装 名詞 32 1.0
社 114 社長 名詞 32 1.0
社 114 男 名詞 32 1.0
社 114 調査 名詞 32 1.0
社 118 その 連体詞 31 1.0
社 118 できる 動詞 31 1.0
社 118 歳 助数詞 31 1.0
社 118 政治 名詞 31 1.0
社 118 知事 名詞 31 1.0
社 118 六 数詞 31 1.0
社 124 可能 形容動詞 30 1.0
社 124 階 助数詞 30 1.0
社 124 七 数詞 30 1.0
社 124 取る 動詞 30 1.0
社 124 書 接尾辞 30 1.0
社 124 店 名詞 30 1.0
社 124 入る 動詞 30 1.0
社 124 八 数詞 30 1.0
社 124 本部 名詞 30 1.0
社 133 センター 名詞 29 0.9
社 133 浦中 固有名詞 29 0.9
社 133 億 数詞 29 0.9
社 133 経営 名詞 29 0.9
社 133 見つかる 動詞 29 0.9
社 133 詐欺 名詞 29 0.9
社 133 販売 名詞 29 0.9
社 133 被害 名詞 29 0.9
社 133 病院 名詞 29 0.9
社 142 課助 数詞 28 0.9
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面 順位 基本形 品詞 頻度 ‰
社 142 殺害 名詞 28 0.9
社 142 事業 名詞 28 0.9
社 145 もの 名詞 27 0.9
社 145 工事 名詞 27 0.9
社 145 使う 動詞 27 0.9
社 145 士 接尾辞 27 0.9
社 145 団 名詞 27 0.9
社 145 無職 名詞 27 0.9
社 152 これ 名詞 26 0.8
社 152 関西 固有名詞 26 0.8
社 152 警察 名詞 26 0.8
社 152 手 接尾辞 26 0.8
社 152 内 接尾辞 26 0.8
社 152 拉致 名詞 26 0.8
社 158 うち 名詞 25 0.8
社 158 近く 名詞 25 0.8
社 158 現場 名詞 25 0.8
社 158 国 名詞 25 0.8
社 158 際 接尾辞 25 0.8
社 158 数 名詞 25 0.8
社 158 生徒 名詞 25 0.8
社 158 暴行 名詞 25 0.8
社 166 ところ 名詞 24 0.8
社 166 開く 動詞 24 0.8
社 166 牛 名詞 24 0.8
社 166 今年 名詞 24 0.8
社 166 事故 名詞 24 0.8
社 166 述べる 動詞 24 0.8
社 166 省 固有名詞 24 0.8
社 166 上 接尾辞 24 0.8
社 166 責任 名詞 24 0.8
社 166 第 名詞 24 0.8
社 166 知る 動詞 24 0.8
面 順位 基本形 品詞 頻度 ‰
社 166 地裁 名詞 24 0.8
社 166 認める 動詞 24 0.8
社 166 弁護 名詞 24 0.8
社 166 報告 名詞 24 0.8
社 181 京都 固有名詞 23 0.7
社 181 業者 名詞 23 0.7
社 181 件 助数詞 23 0.7
社 181 生 接尾辞 23 0.7
社 181 説明 名詞 23 0.7
社 181 代表 名詞 23 0.7
社 181 団体 名詞 23 0.7
社 181 費 接尾辞 23 0.7
社 181 部長 名詞 23 0.7
社 181 聞く 動詞 23 0.7
社 181 別 名詞 23 0.7
社 181 話 名詞 23 0.7
社 193 たち 接尾辞 22 0.7
社 193 以上 名詞 22 0.7
社 193 委員 名詞 22 0.7
社 193 幹部 名詞 22 0.7
社 193 間 名詞 22 0.7
社 193 見る 動詞 22 0.7
社 193 罪 接尾辞 22 0.7
社 193 時間 助数詞 22 0.7
社 193 出す 動詞 22 0.7
社 193 出る 動詞 22 0.7
社 193 少年 名詞 22 0.7
社 193 中央 固有名詞 22 0.7
社 193 同社 名詞 22 0.7
社 193 徳島 固有名詞 22 0.7
社 207 ほか 名詞 21 0.7
社 207 トラック 名詞 21 0.7
社 207 回 助数詞 21 0.7
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面 順位 基本形 品詞 頻度 ‰
社 207 疑惑 名詞 21 0.7
社 207 強い 形容詞 21 0.7
社 207 殺人 名詞 21 0.7
面 順位 基本形 品詞 頻度 ‰
社 207 西 名詞 21 0.7
社 207 電話 名詞 21 0.7
社 207 暴力 名詞 21 0.7
≪資料 2 ≫地域面頻度順語彙表　0.9‰まで　（朝日、毎日、読売）
面 順位 基本形 品詞 頻度 ‰
地 1 する 動詞 1007 39.7
地 2 いる 動詞 408 16.1
地 3 日 接尾辞 332 13.1
地 4 市 接尾辞 301 11.9
地 5 1 数詞 233 9.2
地 6 人 名詞 209 8.2
地 7 さん 接尾辞 197 7.8
地 8 2 数詞 185 7.3
地 9 ない 形容詞 169 6.7
地 10 ある 動詞 152 6.0
地 11 年 接尾辞 138 5.4
地 12 3 数詞 128 5.0
地 13 約 接頭辞 125 4.9
地 14 者 接尾辞 117 4.6
地 15 なる 動詞 109 4.3
地 16 会 接尾辞 108 4.3
地 16 同 接頭辞 108 4.3
地 18 神戸 固有名詞 104 4.1
地 19 こと 名詞 103 4.1
地 20 町 接尾辞 98 3.9
地 21 一 数詞 89 3.5
地 22 ら 接尾辞 85 3.4
地 22 時 接尾辞 85 3.4
地 24 5 数詞 82 3.2
地 25 県 名詞 80 3.2
地 26 尼崎 固有名詞 77 3.0
地 27 円 接尾辞 75 3.0
面 順位 基本形 品詞 頻度 ‰
地 28 4 数詞 74 2.9
地 28 たち 接尾辞 74 2.9
地 30 7 数詞 69 2.7
地 31 よう 名詞 68 2.7
地 32 6 数詞 62 2.4
地 33 開く 動詞 61 2.4
地 34 0 数詞 59 2.3
地 34 区 接尾辞 59 2.3
地 34 西宮 固有名詞 59 2.3
地 37 回 接尾辞 58 2.3
地 38 二 数詞 57 2.2
地 39 月 名詞 55 2.2
地 39 的 接尾辞 55 2.2
地 41 午後 副詞 54 2.1
地 41 中 副詞 54 2.1
地 41 話す 動詞 54 2.1
地 44 9 数詞 53 2.1
地 45 大 接頭辞 51 2.0
地 45 店 名詞 51 2.0
地 45 宝塚 固有名詞 51 2.0
地 48 8 数詞 50 2.0
地 48 ため 副詞 50 2.0
地 48 できる 動詞 50 2.0
地 48 阪神 固有名詞 50 2.0
地 48 市民 名詞 50 2.0
地 53 いう 動詞 49 1.9
地 54 大阪 固有名詞 48 1.9
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面 順位 基本形 品詞 頻度 ‰
地 55 後 接尾辞 45 1.8
地 55 第 接頭辞 45 1.8
地 57 くる 動詞 44 1.7
地 57 この 連体詞 44 1.7
地 57 学校 名詞 44 1.7
地 57 三 数詞 44 1.7
地 57 十 数詞 44 1.7
地 62 前 接頭辞 43 1.7
地 63 活動 名詞 41 1.6
地 64 九 数詞 40 1.6
地 65 階 接尾辞 39 1.5
地 66 思う 動詞 38 1.5
地 66 写真 名詞 38 1.5
地 68 子ども 名詞 37 1.5
地 68 震災 名詞 37 1.5
地 70 その 連体詞 36 1.4
地 70 分 接尾辞 36 1.4
地 72 センター 名詞 35 1.4
地 72 午前 副詞 35 1.4
地 72 市内 名詞 35 1.4
地 75 ごろ 接尾辞 34 1.3
地 75 メ トール助 数詞 34 1.3
地 75 四 数詞 34 1.3
地 75 小 接頭辞 34 1.3
地 79 さ 接尾辞 33 1.3
地 79 事件 名詞 33 1.3
地 79 選手 名詞 33 1.3
地 82 高校 名詞 32 1.3
地 82 部 接尾辞 32 1.3
地 84 10 数詞 31 1.2
地 84 芦屋 固有名詞 31 1.2
地 84 委員 名詞 31 1.2
地 84 昨年 副詞 31 1.2
面 順位 基本形 品詞 頻度 ‰
地 84 市立 名詞 31 1.2
地 84 女性 名詞 31 1.2
地 84 日本 固有名詞 31 1.2
地 84 年度 接尾辞 31 1.2
地 92 間 副詞 30 1.2
地 92 事業 名詞 30 1.2
地 92 点 名詞 30 1.2
地 95 記者 名詞 29 1.1
地 95 行う 動詞 29 1.1
地 95 参加 名詞 29 1.1
地 95 社会 名詞 29 1.1
地 95 受ける 動詞 29 1.1
地 100 おる 動詞 28 1.1
地 100 これ 名詞 28 1.1
地 100 ほか 副詞 28 1.1
地 100 大会 名詞 28 1.1
地 104 伊丹 固有名詞 27 1.1
地 104 交流 名詞 27 1.1
地 104 男性 名詞 27 1.1
地 104 中央 固有名詞 27 1.1
地 104 長 接尾辞 27 1.1
地 104 目 名詞 27 1.1
地 110 お 接頭辞 26 1.0
地 110 県内 名詞 26 1.0
地 110 歳 接尾辞 26 1.0
地 110 展示 名詞 26 1.0
地 110 容疑 名詞 26 1.0
地 115 員 接尾辞 25 1.0
地 115 言う 動詞 25 1.0
地 115 代表 名詞 25 1.0
地 115 地域 名詞 25 1.0
地 115 二十 数詞 25 1.0
地 115 野球 名詞 25 1.0
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面 順位 基本形 品詞 頻度 ‰
地 121 街 接尾辞 24 0.9
地 121 住宅 名詞 24 0.9
地 123 協会 名詞 23 0.9
地 123 続ける 動詞 23 0.9
地 123 展 接尾辞 23 0.9
地 123 文化 名詞 23 0.9
地 123 報徳 名詞 23 0.9
地 128 30 数詞 22 0.9
地 128 もの 名詞 22 0.9
地 128 サッカー 名詞 22 0.9
地 128 使う 動詞 22 0.9
面 順位 基本形 品詞 頻度 ‰
地 128 始める 動詞 22 0.9
地 128 児童 名詞 22 0.9
地 128 室 接尾辞 22 0.9
地 128 所 接尾辞 22 0.9
地 128 職員 名詞 22 0.9
地 128 全国 名詞 22 0.9
地 128 多い 形容詞 22 0.9
地 128 知る 動詞 22 0.9
地 128 丁目 接尾辞 22 0.9
地 128 問題 名詞 22 0.9
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テレビのトークコーナーを読む
―同一の発話を伴わない文字テロップの実態―
設　樂　　　馨
 1．経緯と目的
テレビのバラエティ番組では、映像に被せて出現する文字情報が見られる。
本稿では、そうした文字の連なりを「文字テロップ」と呼ぶことにする。
この文字テロップには、出演者の発話内容を表記していて発話とほぼ同時
に現れるものがある。筆者はバラエティ番組のトークコーナー（出演者同士
のおしゃべりが中心となる部分）における文字テロップを研究対象に調査お
よび分析した結果、設楽2005において発話状況を再現する特徴を指摘した。
ただし、設楽2005では、音声を文字化した文字テロップとして、発話と同じ
内容を表記した文字テロップのみ（図 1 ①を参照）を対象とし、こうした文
字テロップの合間に出現していた文字テロップで、同一の発話を伴わないも
の（図 1 ②を参照）は省いた。
図 1 　文字テロップのイメージ（〔ウタバン〕より）
文字テロップの表記内容
⑵「行列のできる」丸山弁護士が歌の
ご用で ?
⑴よくぞ言ってくれました！
（出演者Ｃ）（出演者Ｂ）
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発話内容
出演者A：弁護士じゃなくて、今日は歌で来たんですよね。
出演者B： よくぞ言ってくれました。今日はね、これもあれですけ
どね、今日は実はこれで来たんですよ。
出演者C：ゆめ？
（ 出演者 B（丸山弁護士）は CD を取り出し、弁護士でありながら
「浪
ゆ
漫
め
」という歌を発表した歌手であることを明かす。）
図 1 ⑴「よくぞ言ってくれました。」について、上記の発話内容を確認する
とわかるように、出演者B（丸山弁護士）によって発せられた内容を部分的
にそのまま表記している。これを設楽2005に従って、発話再現の文字テロッ
プと呼ぶ。
一方、図 1 ⑵「『行列のできる』丸山弁護士が歌のご用で？」は、画面に映
し出された出演者C（司会進行役の石橋貴明）の発話内容と異なる。重複す
る語句としては、この前に映し出されていた出演者 A（司会進行役の中居
正広）の発話「弁護士じゃなくて、今日は歌で来たんですよね」の下線部が
当てはまる。そして重複するニュアンスとしては、出演者Bが発表したCD
を見ながらそのタイトルを読みあげる出演者 C の発話「ゆめ？」が該当す
るだろう。（「ゆめ」は歌のタイトルであり、「浪漫」と書いて「ゆめ」と読
ませている。）
このように、トークコーナーでは出演者のおしゃべりに合わせて、発話内
容を忠実に再現するような発話再現の文字テロップと、発話と似て非なる文
字テロップの二種類が出現している。両者は、字体や文字色において区別さ
れることが多く、音声と比べた表記内容のほかに視覚的に訴える違いも見ら
れる。
ただし、発話に対応するように出現して短時間で消えてしまう点では共通
性が見られる。発話と異なっているタイプでは、その表記内容が同一の発話
を伴わないというだけで、発話行為に応じるように出現する点は変わらない
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のである。例えば、画像に映し出された人物の属性（人名や職業など）を表
記した文字テロップはその人物の出現に対応しており、発話に対応するもの
ではない。また、画面の端に一定期間、出現し続けるコーナータイトルを表
記した文字テロップは、出現している時間の長さにおいて、発話に即時的に
対応するものとは考えられない。
このように、文字テロップの出現環境から区別した場合、発話に対応する
文字テロップが二種あって、そのうちの一種である発話再現の文字テロップ
は設楽2005において概観したものとし、本稿ではもう一種の「同一の発話を
伴わない文字テロップ」について述べることにする。まず、表記内容の実態
を明らかにし、これらが表記している事柄がテレビという表記の場でどのよ
うな働きを持つのか、考えてみたい。
 2．本稿の構成
本稿で扱う文字テロップの分類を図示すると、下図のようになる。
図 2 　発話に対応する文字テロップの分類
Ａ）発話再現の文字テロップ
出現環境：同一の発話を伴う
（設楽 2005 参照）
Ｂ）本稿の分析対象
出現環境：同一の発話を伴わない
（4章～） 
a）定型部分があるタイプ
表記内容：一定の語句を含む
（6章）
b）定型部分が無いタイプ
表記内容：一定の語句を含まない
（7・8・9章）
次章では、B）本稿の分析対象（仮に、「同一の発話を伴わない文字テロッ
プ」と呼ぶ）の出現を確認する。どういった番組に、どの程度出現している
のか、出現頻度を示す。 4 章から具体的な表記内容を挙げて特徴を探る。ま
ず 4 章では、番組によって表記内容に差異が生じるのかを検証する。番組に
よって文字テロップに癖のようなものはあるのだろうか。続いて 5 章で語数
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によって生じる表記内容の差異を指摘する。この差異は、繰り返される一定
の語句の連なり（定型部分）があるもの（a）と無いもの（b）とで生じて
おり、それぞれについては 6 章から 9 章にかけて詳述する。10章で分析対象
の特徴をまとめ直し、テレビのトークコーナーにおいて読んでいる（読まさ
れている）ものを導出する。
 3．分析対象
分析対象は、2006年の 1 月から 3 月まで放映していたバラエティ番組より
抽出した。まず、放映時間が30分以上あり、幅広い視聴者層が見込めるプラ
イムタイム（午後 7 時から11時）に放映されるもの（兵庫地域での放映）を
調べ、計83番組を録画した。これらのなかには、トークコーナーがあったと
しても、A だけが出現する番組と、A と B が出現する番組とがある。トー
クコーナーがあり、「同一の発話を伴わない文字テロップ」が含まれる番組
として18番組を確認した。ここから、本編（コマーシャルを除く）に出現し
た文字テロップを前後の発話と比べ、同一と言えない表記内容となっている
文字テロップについて計640回の出現を認めた（表 1 参照）。出現 1 回の文字
テロップを 1 例とし、640例が分析対象となる。
表 1 　分析対象の出現頻度
番組名
【放送局・録画日時】
本稿での
略称
分析対象の
出現頻度（回）
世界ふしぎ発見！ 
【毎日放送・2006.1.28.21：00-21：54】 フシギ 1
ザ！世界仰天ニュース
【読売テレビ・2006.2.8.21：00-21：54】 ギョウテン 2
開運！なんでも鑑定団
【テレビ大阪・2006.2.7.20：54-21：54】 カンテイ 3
快傑えみちゃんねる
【関西テレビ・2006.1.30.19：00-19：55】 エミチャン 3
歌笑HOTヒット10
【読売テレビ・2006.1.29.19：58-20：54】 ウタワラ 5
大阪ほんわかテレビ
【読売テレビ・2006.1.29.22：30-23：30】 ホンワカ 7
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はねるのトびら
【関西テレビ・2006.3.1.19：57-20：54】 ハネトビ 8
脳内エステＩＱサプリ
【関西テレビ・2006.2.18.19：00-19：57】 サプリ 11
カスペ！
【関西テレビ・2006.1.24.19：00-20：54】 カスペ 12
水10！ココリコミラクルタイプ
【関西テレビ・2006.2.1.22：00-22：54】 ココリコ 12
所さんの学校では教えてくれないそこんトコロ！
【テレビ大阪・2006.2.3.21：00-21：54】 トコロ 14
きよしとこの夜
【ＮＨＫ・2006.2.27.21：15-21：58】 キヨシ 24
学校へ行こう！MAX
【毎日放送・2006.2.21.20：00-20：54】 ガッコウ 34
元祖！でぶや
【テレビ大阪・2006.2.3.20：00-20：54】 デブヤ 34
新どっちの料理ショー
【読売テレビ・2006.2.16.21：00-21：54】 ドッチ 36
めちゃ 2 イケてるッ！
【関西テレビ・2006.2.18.19：57-20：54】 メチャイケ 116
銭形金太郎
【読売テレビ・2006.2.22.19：58-20：54】 ゼニキン 136
うたばん
【毎日放送・2006.1.26.20：00-20：54】 ウタバン 182
合計 640
［カスペ］は 2 時間、そのほかは全て 1 時間枠の番組である。ただし、そ
れぞれの番組によって構成は様々である。［フシギ］や［サプリ］はクイズ
を中心とした番組、［ギョウテン］や［ホンワカ］、［カスペ］などは編集さ
れているVTRを挟みながらスタジオで見ているゲストがトークを繰り広げ
る。［ウタワラ］や［キヨシ］、［ウタバン］は歌謡曲とトークコーナーが組
み合わされている。
このような番組構成に応じてトークコーナーの長さが異なるうえ、（Aを
含めた）全ての文字テロップの出現頻度に違いがある。そういった事情に伴
い、各番組の出現頻度はかなりのばらつきが見られる。少ないもので 1 回、
多いもので182回という大きな開きが見られた。
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 4．番組別に見る表記内容
上記の分析対象にはどのようなものがあるのか、番組別にいくつかの文字
テロップを取り出して見てみよう（ 1 回から 5 回までの出現だった［フシギ］、
［ギョウテン］、［カンテイ］、［エミチャン］、［ウラワラ］は出現した全ての
事例。ほかは代表的なものにとどめる）。
文字テロップの表記内容
［フシギ］  ⑶テイク 2 
［ギョウテン］  ⑷中居兄のマネ？　⑸もちろん！
［カンテイ］  ⑹桃太郎の超合金 !?　⑺若　⑻怒 !!
［エミチャン］  ⑼ !?　⑽ !?　⑾怒り
［ウタワラ］  ⑿W瀬川？　⒀！　⒁まさか！　⒂元 LUNASEA が！　
⒃ボケました
［ホンワカ］  ⒄山が苦手　⒅降り方を知らなかった…　⒆ロープを垂
らす？
［ハネトビ］  ⒇鈴木には“自分がガットンボタン”と暗示が
［サプリ］  油ハゲデブメガネ !!　黙！　秒針がモヤッとボー
ル !!　悲…
［カスペ］   !?　ご名答　満面の笑み　大喜び　放心状態
［ココリコ］  ？　 TPOをわきまえて　ご満悦　ビンゴ。　
品川却下。
［トコロ］   !!　自ら挑戦 !?　銀世界　気温 1 ℃　お見
事 !!
［キヨシ］  かつて漁師だった鳥羽さん調理師免許も持っています　 
はや！　それはスキヤキですか？　裕三さん見事
です！　微妙です…
［ガッコウ］  極道 !?　えっ !?　※ミキティはテレビ慣れして
ないんです
［デブヤ］  意外と強敵！　いきなり場外乱闘！　あまりのう
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まさにダウン！
［ドッチ］  既に 5 杯目　 6 杯目　 7 杯目　眠っ！　舌
好調ーっ！
［メチャイケ］  やべっち寿司のスゴイところ⑭メガドルへメガネ芸人
がダメ出し。　メガドルとは①萌え♡　メガネ芸人
とは①萎え。　認。　好調。　
［ゼニキン］  あれれ？　都内ロケなのに…？　実は火事でペン
ション焼失！　ペンションの写真を見せてもらいま
しょう　※差し込んでみました
［ウタバン］  33歳です　コリッキーって…長州小力じゃん！　
ここでニセモノの出番　丸山和也弁護士 似ている 
100キロマラソン直後でも言いたいほど似ている
このように見ていくと、異なる番組であっても似たような表記内容が見ら
れ、表記内容には何らかのタイプがあるようである。
例えば、「？」や「！」を使った符号だけのものは、［エミチャン］［ウタ
ワラ］［カスペ］［ココリコ］［トコロ］と、ここに挙げただけで 5 番組にわたっ
て出現している。また、⑺「若」⑻「怒 !!」⑾「怒り」「黙！」のように
漢字 1 字や 1 語のみで構成されるごく短いものはすべての番組にわたって広
く見られた。
これらと対照的に多数の語から構成される文長の長いものもある。［ウタ
バン］には、上記に挙げた中で最長の 2 行にわたるがある（長単位の自立
語が 6 語）。［ウタバン］は、出現頻度が最高値182回であった。しかしながら、
出現頻度が高いものに長い文字テロップが出現するというわけではなく、出
現頻度が 8 回しかない［ハネトビ］にもやや長めの⒇が見られる（長単位の
自立語が 4 語）し、その程度の文長ならば［キヨシ］は 5 語、 ［メチャイケ］
は 5 語、［ゼニキン］は 4 語である。
こうした文長が長めのもののうち、［メチャイケ］に出現した「やべっ
ち寿司のスゴイところ」という語句は上記に挙げた「⑭」だけでなく、①か
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らまで見られた。○で囲んだ数字に後続する語句は変化するが、「やべっ
ち寿司のスゴイところ」という語句は21回も出現するのである。このように
番組内で複数回、繰り返し出現する語句の連なりを、仮に「定型部分」と呼
ぶことにしよう。
以上の例を見る限り、文字テロップの出現頻度の違いから表記内容に違い
が生じるとは言い難い。それは番組の出現頻度から文字テロップの特徴をつ
かむことは難しい、ということである。言い換えれば、出現頻度の低い番組
にだけ出現するタイプがあったり、出現頻度の高い番組に一定のタイプが
偏っていたりするわけではない。
つまり「番組別」という枠は取り払って、「同一の発話を伴わない」とい
う出現環境として括り、表記内容を類型化できそうだ、ということである。
そこで、以下では「B）本稿の分析対象」を「同一の発話を伴わない文字
テロップ」と位置付け、表記内容を考察していく。
 5．語数のばらつき
手始めに、表記の量を語数によって調べてみよう。
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図 3 　語数の分布（全体）
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それぞれの文字テロップを構成する自立語を数え、語数ごとに文字テロッ
プを数えたところ、図 3 のような分布となった。先に指摘したように、すべ
ての文字テロップの中には語を伴わずに「符号のみ」となる 0 語が見られる。
全体では 0 語から15語までを数えた。
図 3 より、 2 語が最も多く、ついで 1 語と 3 語が続く。全体にあまり語数
は多くないようだ。10語以上はそれぞれ一桁であり、10語以上の全てを足し
ても全体（640例）から見れば 3 ％足らずである。
ところで、定型部分があるタイプは、繰り返しの語句を表記することに
よって語数が多くなることが考えられる。図 3 で言えば、定型部分があるタ
イプによって左側の分布が構成されていると想定される。
ただし、定型部分があるタイプは、合計で91例であった。全体の640例の
うち 2 割にも満たない数である。そこで、定型部分の有無によって生じる差
異を分かりやすく見るために、両者を分割してグラフに示した（次ページ
図 4 及び、図 5 ）。ただし、分布の異なりを明示するため、それぞれの 1 目
盛は図 4 が 5 、図 5 が20というように異なる。
この 2 図から、最大値が作り出すグラフの山がずれている（破線による楕
円で囲んだ部分）ことがはっきりと分かるだろう。図 4 では13語以上がそれ
ぞれ 1 例ずつ見られるものの、おおよそ 4 語から10語までの間にまとま
り、 7 語で最も高くなる。これに比べて図 5 では、 1 語から 5 語を大きなまと
まりとして、ちょうど図 4 で最高値だった 7 語では、低い値になっている。
つまり、定型部分があるタイプでは語数が多くなり、定型部分が無いタイ
プでは語数が少なくなることが確認できる。
これによって、定型部分の有無から表記内容にかなりの違いが生じるので
はないか、という予測がつく。
そこで両者を分けて、それぞれの表記内容の詳細を分析していく。
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 6．定型部分があるタイプ
まず初めに、定型部分があるタイプを見る。定型部分とは先に述べたよう
に「番組内で複数回、繰り返し出現する語句の連なり」を言い、こうした部
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図 4 　語数の分布（定型部分があるタイプ）
17
103
152
96
64
49
22 16 13
7 4 1 1 3 1 0
符
号
の
み 1語 2語 3語 4語 5語 6語 7語 8語 9語 10
語
11
語
12
語
13
語
14
語
15
語
160
140
120
100
80
60
40
20
0
図 5 　語数の分布（定型部分が無いタイプ）
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分がある文字テロップは［メチャイケ］［ウタバン］［ドッチ］に計91例、出
現した。このうち、［メチャイケ］と［ウタバン］は分析対象の出現頻度が
極めて高く（100回を超える）、36回の出現であった［ドッチ］も全体から見
れば高めと言える。定型部分を「複数回」の出現として定義したこともあり、
出現頻度の低い番組にはこの種の文字テロップは出現しにくい。
文字テロップの表記内容
㈠　やべっち寿司のスゴイところ　［メチャイケ］より
　やべっち寿司のスゴイところ①今夜は月 9 に宣戦布告。
　やべっち寿司のスゴイところ⑤必ず困る相手への気配り。
　やべっち寿司のスゴイところ⑩アンジャッシュのコント風。
　やべっち寿司のスゴイところ⑮光浦を救った殉職メガネ達。
　やべっち寿司のスゴイところ⑳日本一人気猿に異議あり。
㈡　歓迎フジテレビ温泉　［メチャイケ］より
　歓迎フジテレビ温泉①リハーサル室がなぜか風呂場に。
　歓迎フジテレビ温泉⑤店内での暴力行為は御遠慮下さい。
　歓迎フジテレビ温泉⑩ケンカ芸の先輩として仲裁。
㈢　丸山和也弁護士　似ている　［ウタバン］より
　丸山和也弁護士　似ている　中居くんは人間性が丸山弁護士と同じ
　 丸山和也弁護士　似ている　中居くんはまだ自分のことが分かってい
ない
㈣　高田純次相談員　両方選べ　［ウタバン］より
　 高田純次相談員　両方選べ　IT 社長も貧乏芸人も、両方と付き合う
べき
　高田純次相談員　両方選べ　結婚前なら、 1 人に絞れとは言えない
㈤　尊敬する芸人　［ドッチ］より
　尊敬する芸人　雨上がり決死隊　宮迫博之
　尊敬する芸人　ダウンタウン　松本人志
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タレントやテレビ局の名前など、固有名詞が多く含まれている。㈠の 5 例
では「やべっち」、㈡の 3 例では「フジテレビ」、㈢の 2 例では「丸山和也」「中
居くん」、㈣の 2 例では「高田純次」、㈤はで「雨上がり決死隊」「宮迫博之」、
で「ダウンタウン」「松本人志」といった具合である。このため、字数が
多い割に語数は少ない。
ところで、定型部分は複数回、出現する繰り返し部分であるため、視聴者
にとっては二回目以降、旧情報と重複している。これに対し、後述部分は新
情報となる。つまり、両者の語数を比べることで、大まかな情報量の差異を
指摘できるだろう。例えば、後述する内容に語数が多ければ、新情報に情報
量が多くて旧情報は情報量が少ないということになる。
そこで、定型部分を旧情報、定型部分に後述する部分を新情報として語数
を計って確かめると、図 6 のようであった。
図 6 　語数の分布（定型部分「旧情報」と後述部分「新情報」）
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この図より、旧情報は 2 語か 3 語と短いものばかりであることがわかる。
やはり、繰り返される旧情報にはあまり多くの情報が含まれないようだ。一
方、新情報は広くばらついている。集中するのは 4 語から 6 語の間である。
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全体的には旧情報より新情報に情報量が多いと言えるだろう。以下、旧情報
と新情報に分割して、表記内容を見ていく。
 6.1. 定型部分（旧情報）
まず、旧情報について整理する。
前述の表記内容で示した定型部分㈠「やべっち寿司」や㈡「フジテレビ温
泉」は、［メチャイケ］の中で登場する舞台セットであり、コーナータイト
ルの一部になっている。出演者（矢部浩之）の愛称を冠した寿司屋「やべっ
ち寿司」と、収録場所であるフジテレビの控室に作られた風呂場「フジテレ
ビ温泉」である。
［ウタバン］から取り出した例では、定型部分の㈢「丸山和也弁護士」と
㈣「高田純次相談員」という語句により、ゲスト出演者の名前と役割が示さ
れる。［ウタバン］では、歌手としてデビューした丸山が「弁護士」として
話し、歌手として出演している高田が「相談員」としてしゃべっている。
㈤に挙げた［ドッチ］の例は、居酒屋で後輩 8 人と酒を飲んでいる出演者
（ほんこん）が「尊敬する芸人は誰か」と聞いていき、後輩たちが回答して
いく場面である。発話のテーマが明示されている。
以上、ここに挙げた例では、舞台セットと出演者の役割、テーマなど番組
ごとに異なる。ただし、これらの表記内容は、バラエティ番組におけるお
しゃべりという、極めて個別的で状況依存度の高い発話を表記しようとする
とき、その発話がどのような場面で生じているのか、という発話の意味を理
解する上で重要な枠組み（フレーム）を与えるものになっている。視聴者は、
定型部分に示された語句から、おしゃべりの生じた場がどのような状況なの
か、今、ここがどういった場を形成しているのか、という手がかりを得るこ
とになる。
 6.2. 後述部分（新情報）
次に、新情報となる、定型部分に後述する部分を見ていく。
一つめの「やべっち寿司のスゴイところ①今夜は月 9 に宣戦布告。」では、
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寿司屋を舞台に客（出演者D、岡村隆史）と主人（出演者E、矢部浩之）に
扮した 2 名が以下のようなおしゃべりを展開する。
に対応する発話内容
出演者D：今年はドラマもやっていこう、思うてる。
出演者E：まじっすか。
出演者D： もちろんや。もう2006年は俺、自分で変えていくねん。
出演者E：へー。
出演者D：西遊記パート 2 とかも狙ってるしね。
「月 9 」とは、月曜午後 9 時から放映される番組で視聴率が高く、人気に
なりやすい。ここ（2006年 3 月時点）で言う月 9 の人気ドラマは「西遊記」
である。出演者Dは、このドラマの主役を狙っている、と言う。
このように［メチャイケ］では、おしゃべりの要約を示している。［ウタ
バン］や［ドッチ］も要約になっており、例えば（78）「中居くんは人間性
が丸山弁護士と同じ」では、出演者B（丸山弁護士）の主張を要約する（発
話内容は下記。出演者Aと Cは司会進行役の中居と石橋貴明）。
に対応する発話内容
※（．）では、同時に発話する語句を一行下の点・以下に併記する。
一方がそれまで聞いている間の沈黙は線　　で示す。
出演者A：そんなにもう、話とかも（．）僕も結構もう聞いてるんで（．）
どういう人かもわかってますし。
出演者B：　　　　　　　・はい　　　　　　　・はい　　　　　　　
出演者B： いつもね（．）中居君と僕は似てるんですよ（．）ええ、前
から言ってるんです。
出演者C：　　　　　・え　　　　　　　　　・ふん　　　　　　何が？
出演者B： いや、人間性が似てるんですよ。（　．　）人間的に一緒な
んですよ。
出演者A：　　　　　　　　　・この人もうずうっと言ってるんですよ。
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ほか、㈣「高田純次相談員　両方選べ」も、㈤「尊敬する芸人」も出演者
の主張や応答を要約した内容である。
定型部分を含む文字テロップについてまとめると、旧情報で発話の枠組み
が、新情報で発話内容の要約が見られた。これらの文字テロップは、新聞で
言えば見出しに当たるような、トークに小見出しを付けてまとめるものだと
考えられる。小見出しを出すことによって一つの区切りを付ける働きもある
だろう。
なお、［メチャイケ］ではこうした小見出しに番号まで付してあり、区切
りを付けるとともに先へ先へと進んでいることを示す。見出しを付けること
は「おしゃべりが進行中である」ということを誇張したいのかもしれない。
 7．定型部分が無いタイプ
次に、大多数を占める定型を含まないタイプを見る。図 5 が示すように、
符号のみや語数の少ないものが多い。語数の平均を割り出すと 3.14語であっ
た。まず、これらの語数別に実際の表記内容を下に挙げる。
文字テロップの表記内容
○符号のみ  ？　！　 !?　 !!　…‥
○ 1 語  黙！　飲。　若　はや！　近。　NG！　
好調。　CUT!!　ご満悦　逃亡　必死　不安　
（101） マユ毛 !?
○ 2 語以上  （102） 衝撃発言　（103） 大女優も驚愕。　（104） ひ孫は OK　（105） イイ
臭い攻撃　（106） とりあえず食べてOK!?　（107） いいフリ、キタ
これ！
○14語（最大）　 （108） ※遺留分とは…遺言書の内容に関わらず配偶者・子供・
父母が最低限相続できるように民法で保証されている財産
の割合
「符号のみ」に限らず、また、語数と無関係に全体で符号が多く用いられ
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ている。そして 1 語には、映像内容に即した雰囲気や出来事をそのまま文字
化したような「飲。」「若」といったものがある。符号を伴い、映像内
容に対する感嘆や疑問を示す「黙！」（101）「マユ毛 !?」といったもの、編集
手続きを表す用語で映像への判断を示す「NG ！」「CUT!!」といった
ものも見られる。語数が増えてくると、映像内容や発話内容がどういったこ
とであるのか、表記者の言葉で表現される。例えば、 2 語以上に挙げた（102）
「衝撃」や（103）「驚愕」は、出演者の様子を表現しているが、出演者による「衝
撃」や「驚愕」という発話があったわけではない。（104）「ひ孫はOK」も、ひ
孫の「うん」という発話が肯定の返事「OK」として表現される。14語の例
に示した（108）のように、発話の一部「遺留分」について注釈するようなもの
もある。
以上のように、表記の特徴や表記内容は種類が多い分、多様性が見られ、
定型部分があるタイプのように全体に共通する特徴は見出せない。
表記のスタイルを言えば、表記内容によって、くだけた話し言葉に近いも
のもあれば、説明文のようなものも見られる。また、くだけた話し言葉に近
いスタイルであっても発話再現の文字テロップと同様とは言いがたい。
例えば、発話再現の文字テロップは発話者の発言そのままを表記していて、
くだけた話し言葉に近いスタイルを持ち、発話者の立場が反映される。とり
わけ、発話者の立場を明示するものとして「よ」「ね」「か」などの終助詞が
多用される点が大きな特徴である。こうして発話者の立場が明示されること
は、一方で、表記者の立場は非明示であるとも言える。
これに対し、同一の発話を伴わない文字テロップでは、表記者の立場が明
示される。しかしながら、終助詞「よ」「ね」などが多用されるのではなく、
符号によってその立場を表現していると考えられ、符号の多用が目立つ。
そこで、次章では表記形式について符号の使われ方を観察し、 9 章では表
記内容について発話内容や映像を元に表記者の立場に着目し、発話再現との
違いを見ていくことにする。
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 8．定型部分が無いタイプ―表記形式の特徴―
符号の多用について、定型部分が無い文字テロップ549例のうち、274例に
符号が含まれており、ほぼ半数に符号が使われていることが確かめられる。
符号の実際の使用は表 2 に示す。ただし、文字テロップ 1 例中に重複使用が
あるため、この表における出現頻度を足し挙げても274にならない。
表 2 　符号使用の文字テロップ数とその表記内容
符号 出現頻度 表記内容
！ 124 （109） えっ！　（110） まさか！　（111） 意外と強敵！（112） 舌好調ーっ！ （113） 怒 !! （114） きよしくん満足顔 !!!
? 89 （115） 何で？　（116） あれれ？　（117） 何キャラ？　（118） タオルをちぎる ??　（119） なんか話あわせました？
… 39 （120） 悲…  （121） 微妙です…  （122） もらっても…  （123） いま８時半かあ…　（124） それでは…ＴＡＫＥ2　（125） それでは…ＴＡＫＥ3
。 38 （126） 萌。 （127） 認。　（128） 八嶋却下。　（129）美爆笑。（130） 自慢の筋肉。　（131） 雰囲気でキレないで下さい。
、 15
（132） だ、誰のコト？　（133） 丸山弁護士の“お宝”を一応、鑑定
（134） ちなみに、かつてシングルを出したレコード会社は他社に統合
されました　（135） 降りるのは、やはり苦手だった　
・ 10
（136） バラエティのベテランなのに石橋・中居と共演が少ない高田純次
（137）「高田純次・河合美智子の東京パラダイス」というラジオ番組
で共演中の２人
※ 7 （138） ※空気をよんで下さい　（139） ※今は質問タイムです（139） ※差し込んでみました　（140） ※だから！今は質問タイムです
「！」が最多124例、次に「？」が89例、「…」はこの半分ほどで39例、ほ
ぼ同数で「。」が38例に使われていた。読点となる「、」「・」は、少数であ
るが、それぞれ10例ほどあり、文頭に使われる「※」は 7 例であった。
「！」は感嘆符である。（109）「えっ！」や（110）「まさか！」（111）「意外と強敵！」
のように、意外性から生じる驚きや感動の表出に使われる。また、（112）「舌好
調ーっ！」（113）「怒 !!」（114）「きよしくん満足顔 !!!」のように、意外性や驚きを
伴わない場面でも、言語化された事柄そのものを誇張するために多く使われ
る。その度合いによっては、例のように、符号を二つ、三つと重ねて使うこ
ともある。
次に「？」は疑問符であるが、状況に対する疑念を示す（115）「何で？」、（116）「あ
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れれ？」や（117）「何キャラ？」のようなものが多い。このあと、こうした問
いに対応する何らかの答えが続くことは少なく、不条理を楽しむために強調
するようである。
「…」は、［ウタバン］や［ゼニキン］で多く使われていた。（120）「悲…」
や（121）「微妙です…」、（122）「もらっても…」のように間や余韻を示す。会話中
に生じた間が気まずいものであること、とまどいを感じるものであることを
誇張するようだが、（123）「いま 8 時半かあ…」のようにそうした否定的なニュ
アンスの無い余韻もある。末尾に出現することが多く、（124）「それでは…
TAKE 2 」や（125）「それでは…TAKE 3 」のように文中に使われることは少ない。
文末を示す句点「。」は、［メチャイケ］や［ココリコ］で多く使われてい
た（半数の番組では全く使用しない）。文末には（126）「萌。」、（127）「認。」のよ
うに一字のみの場合、（128）「八嶋却下。」、（129）「美爆笑。」 1のように語尾に「する」
が付けられる動詞性名詞で文末となる場合、また（130）「自慢の筋肉。」のよう
に体言止めで終了する場合などが見られる。
発話再現の文字テロップを含め、トークコーナーに出現する文字テロップ
全体の表記スタイルは話し言葉に近いスタイルが多く見られる。このため、
「。」を使用する文末であっても、一般的な書き言葉の文末と異なることが
多い。活用語尾の終止形に使われる例は少ないが、（131）「雰囲気でキレないで
下さい。」のように、あえて丁寧に落ち着いた言葉遣いをすることで、キレ
るほど熱くなっている出演者に対して冷静な立場を誇示する用例などが見ら
れた。
以上 4 種のほか、少ないながら句切りを示す読点「、」や、語の並列を示
す「・」、断り書きの冒頭に用いられる「※」が見られた。
符号使用のうえで、感嘆符「！」による誇張が多いことは、こうした文字
テロップの出現場面がバラエティ番組という娯楽性を強調する場面であるこ
 1  　美は、出演者の名前「美川憲一」を表し、（128） と同じ文構造である。なお、出演
者の名前を 1 字丸囲みで示すものは庄（庄司智春）、岡（岡村隆史）など［メチャ
イケ］に限られ、文字テロップの表記形式の特徴とは言い難い。個別の番組による
特徴だと考えられる。
－55－
テレビのトークコーナーを読む
とから必然とも考えられる。娯楽性を強調するために、内容を大げさにして
視聴者に訴えて、注目度を高めようとするのだろう。内容を大げさにすると
いうことでは、疑問符「？」や「…」が不条理やとまどいを明示し、そうし
た雰囲気を誇張することがあった。こうした例が多いことも同様に「表記内
容の誇張」と見てよいだろう。
よって、符号の多用は表記内容を誇張する、という意図から生じていると
考えることができる。
 9．定型部分が無いタイプ―表記内容の特徴―
 9.1. 発話者と表記者
表記内容を見るとき、放送内容における情報について、仮に音声情報と映
像情報とに区別してどちらにより深く関わる内容かを比べた場合、音声情報
（発話）に直接関わる表記内容として、以下のような例が見られる。
文字テロップの表記内容
（141） ガッチリ中居正広遺言書のススメ　（142） 貴さんが見たフザケない高田純次　
（143） クチパクの世界にもウマイ・ヘタがあるそうです　（144） お祭りをやってい
るらしい　（145） 筋肉が言ってるんだったら間違いない？　（146） タオルをちぎ
る ???　（147） いろどり？？　（148） 修学旅行 !?　（149） あれだったら藤井フミヤさん
の方が上手いよ（!?）
これらは発話そのままの表記になっておらず、発話再現の文字テロップと
は異なる。発話内容と比較すると、要約になっていたり、語句の復唱をした
り、発話内容を再確認する表現になっていることがわかる。
例えば、（141）「ススメ」や（142）「高田純次」といった文末を見るとわかるよ
うに、これらは名詞句になっている。多くはこうした名詞句になっていて、
話し手と聞き手によって繰り広げられた発話内容が要約され、短い「見出し」
のような形式にまとめられる。
（143）「そうです」や（144）「らしい」のように、伝聞や推量の表現を伴い、発
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話内容から推定される事柄をまとめる場合もあった。
要約された内容は、確認する表現として疑問符「？」が付く場合もある。（145）
「筋肉が言ってるんだったら間違いない？」や（146）「タオルをちぎる？？？」
のように発話内容を要約したものに「？」が付く場合と、発話内容の部分的
な繰り返しに「？」が付く場合がある。後者は発話そのままの語句を文字テ
ロップによって繰り返すことで、復唱のようになっている。
例えば、（147）「いろどり？？」 2のように聞きなれない語を確認する場合、発
話の一部が取り出される。（148）「修学旅行 !?」のように一般的な語であっても、
最も長く酒を飲まなかった期間の返答として用いられるように、その語が用
いられることが不自然な場合、意外性から生じる驚き（修学旅行のとき発話
者は未成年であり、そもそも飲酒しないはず）を誇張するように、問題とな
る語が取り出される。語句ではなく、発話内容そのものが不自然な場合には、
（149）のように発話を丸ごと繰り返して提示することもある。
これらは、発話者の言った通りの語句であるものの、「？」や「?!」といっ
た符号によって表記者が感じた不自然さや驚きを明示しており、発話そのま
まを発話者の立場で表記している発話再現の文字テロップとは異なる。
つまり、発話に関わる文字テロップであっても、発話そのままの表記では
なく、表記者の立場から発話が捉え直されたものに変換されている。発話内
容を元に、発話者と異なる表記者によって新たな表現意図を持って、表記内
容が創造されている3のである。とはいえ、発話内容に新たな情報が付加さ
れるとは言えないのであり、発話内容を再確認させることに終始している。
 9.2. 表記者による解釈
映像情報に関わる内容を見ると、映像に含まれる全体の空気や場面そのも
のが描写されていて、写真におけるキャプションのようでもある。例えば、
次のような表記内容になっている。
 2 　ここでの「いろどり」は、料理に添える、飾り用の植物を指す。
 3  　こうした文字テロップは鎌田2005の定義では「引用」になり、「引用句創造説」
に当てはまるようだ。詳細な検討は改めて行いたい。
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文字テロップの表記内容
（150） ！　（151） すごい祭りが開催中　（152） 銀世界　（153） 気温 1 ℃　（154） 既に 5 杯目
（155） 6 杯目　 （156） 7 杯目　（157） 不安　（158） 好調。　
映像における雰囲気や意外な発言とともに出現する（150）「！」は、周囲の
反応や、その場面そのものを描写しているかのようである（ただし、映像そ
のものや発言に対して表記者が感じたニュアンスを表記しているとも考えら
れる。表記者の感想を表記するものについては次節 9.3. で触れる）。
（151）「すごい祭りが開催中」は、「ビンボーさん 4」が30円で豪華な料理と酒
を楽しめる「海遊魚祭り」に訪れた場面に出現する。映像や発言を短い言葉
にまとめて描写している。 （152）「銀世界」は、雪に包まれた京都を背景に出
現しており、視覚で得られる映像情報を描写する。この「銀世界」で凍える
出演者（アンジャッシュ）を映しながら（153）「気温 1 ℃」が出現し、感覚的
なイメージとしての「寒さ」が言語によって捉えられることになる。 （154）「既
に 5 杯目」は、酒豪の出演者（なぎら健壱）が何も食べずに酒を飲んでいる
場面で出現する。この後、一見、同様に見える映像に（155）「 6 杯目」、（156）「 7 杯
目」と文字テロップだけが変化して出現し、何杯も飲んでいることを示す。
映像だけでは、視聴者に出演者（なぎら）の飲酒量が伝わらない。彼が「酒
豪」だということを際立たせるよう、視聴者に認識される事柄を言語化して
提示する。
つまり、こうした映像情報に付加される文字テロップは、映像という実物
によってそのままを見せるだけではなく、その映像を言語化することで視聴
者が得る情報を捉え直させる。一つの事象に対し、実物による映像と、記号
化された言語による文字テロップという、二種の伝達手段に訴えて視聴者に
提示するわけである。
この言語化は、捉え方次第とも言えるような事柄にも及ぶ。例えば、出演
 4  　［ゼニキン］に出演する、夢を持ちながら貧乏な生活している人のこと。ここでは、
伊豆諸島にある八丈島で月５万円の生活をする櫻田康次さん。
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者の内面（157）「不安」や、相対的で抽象的な事柄（158）「好調。」もある。このよ
うな文字テロップを読む視聴者にとっては、解釈が指示されていることにな
るかもしれない。
文字テロップが視聴者に与える効果については、以前から「操作・誘導効
果」や重要部分を指示する効果5などが指摘されている。本稿で扱ったバラ
エティ番組のトークコーナーでも、文字テロップによって重複する情報が誇
張され、操作・誘導、重要部分の指示といった効果が生じていると考えられ
る。
 9.3. 表記者の立場
音声情報の要約や復唱、映像情報の言語化など、これまで挙げた表記内容
は、 6. で扱った「定型部分があるタイプ」を含め、音声であれ映像であれ何
らかの情報を重複させることになっていた。このように情報が重複する文字
テロップは、全体から見ておおよそ 8 割に当たる。
一方で、若干 2 割ほど、次のような情報の重複とは言えない、個別的な表
記内容が見られた。表記者の独白のようなもの、出演者という異なる場にい
る読み手に向けた、読まれることのない指摘や忠告となるもの、表記者から
視聴者へ向けた補注となるような表記内容などである。
文字テロップの表記内容
（159）CUT!!　（160）NG!!　（161） テイク 2 　（162） 何キャラ？　（163） それはスキヤキですか？
（164） さい箸ですが…　（165）※空気をよんで下さい　（166）※かつて漁師だった鳥羽さん
調理師免許も持っています　（167） ※ 2 人の斬新な芸風をお楽しみ下さい。　
（159）から（161）では、映像編集の用語で制作側の失敗を明示する。例えば、 （159）
「CUT!!」が実際になされていれば、視聴者がその映像を目にすることは無
い。表記者が映像内容を失敗作として捉えていることを明示するだけであり、
 5 　福田充1999参照。
－59－
テレビのトークコーナーを読む
（160）や （161）も同様の内容である。表記者は、テレビ制作者とは異なる立場に
立っていることが確認できる。
また、出演者に対して問いかける（162）「何キャラ？」や（163）「それはスキヤ
キですか？」といった疑問文は、出演者の発話を復唱するものではない。（162）
「何キャラ？」は、後輩 2 人を連れて食事に来た店で酒に酔い、自分の腹を
たたく出演者（竹山隆範）に対して、表記者の感じた疑問として出現する。（163）
「それはスキヤキですか？」は、スキヤキにおいて主役とも言える肉が入っ
ていない料理をスキヤキだと思っていたと言う出演者（鳥羽一郎、山川豊）
に向けた疑問である。
出演者に向けたものとして疑問ではなく、指摘や忠告となる場合もある。
（164）「さい箸ですが…」は、出演者（石塚英彦）が調理中に揚げ油の温度を温
度計でなく、さい箸（もちろん、温度は測れない）で確かめる場面で出現し
ており、コントで言えば出演者のボケに対してツッコミを入れるようなもの
である。 （165）「※空気をよんで下さい」は、バラエティ番組に初めて出演す
るというスポーツ選手（安藤美姫）に厳しい指摘をする出演者（三宅健）へ
向けたものである。バラエティ番組に慣れていない安藤を気遣い、レギュ
ラー出演者の三宅に忠告する。
出演者ではなく、視聴者へ向けたメッセージになっている（166）「かつて漁
師だった鳥羽さん 調理師免許も持っています」や（167）「 2 人の斬新な芸風を
お楽しみ下さい。」といったものもある。（166）は出演者（鳥羽さん）が他の出
演者たち（氷川きよし・グッチ裕三）の目の前でブリをさばく。その手際を
映しながら出演者たちにとって既知の事実を視聴者へ知らせる。（167）はお笑
いコンビ（品川庄司）が始めたけんかが「芸風」の一種であり、本気のもの
でないことをアピールする。
これらは、放送している内容について何らかの情報を重複させて誇張する
ような内容とは言えない。つまり、要約や言語化など 8 割に当たるようなも
のとは情報としての質が異なるのである。表記者の立場はテレビ制作者と一
線を画し（実際、「CUT!!」など外れたことを表記する場合もある）、出演者
に向けた独白など、一視聴者としてテレビを見ているかのようである。視聴
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者へ向けた補注を見ても、表記者と視聴者が情報を共有して、視聴者を表記
者に同化させようとしている、と考えられないだろうか。ともかく、表記者
の立場は一様でない。
この表記者の立場について、塩田2005では、解釈の立場から出演者と視聴
者とを指摘する（彼女の用語では「出演者代弁」「視聴者代弁」）。また、定
延2006a・b や定延・澤田2007などが提示する「発話キャラクタ」を参考に、
文字テロップの「表記キャラクタ」を仮定した場合 6、表記者が誇張する編
集者の立場（ 9.1. や 9.2. の表記内容の場合）から、即時的にテレビ評論家の
キャラやツッコミ芸人キャラ、安藤ファンのキャラなどを発動している
（ 9.3. の表記内容の場合）と考えることもできるだろう。状況に応じて多彩
な立場を持つことは、「キャラクタ」に変身するものとして考える方が妥当
かもしれない。
ひとまず、同一の発話を伴わない文字テロップを表記する者の立場として、
同一の発話を伴う文字テロップのように出演者と重複するものでなく表記者
独自の立場を持つこと、また、その立場は状況によって即時的に変身するこ
とがあること、以上の 2 点を指摘する。
10．まとめ
文字テロップの表記内容は出現環境を特定して観察すると他番組でも同種
の内容を指摘することができた。出現環境とは、同一の発話を伴わずに音声
に対応するタイミングで出現することを言う。
まず、番組内で繰り返される一定の語句を持つ定型部分を含む文字テロッ
プがあり、発話が生じている場面がどういった枠組み（フレーム）であるの
かを示す定型部分と、発話の要約となる後述部分で構成されていることを見
た。定型部分を含まない文字テロップでは、符号の多用による誇張とそれぞ
れの表記内容を確認した。表記内容は、発話内容の確認や映像内容の焦点化、
 6  　「自分とは異なる位相（年齢、性別、地域、職業など）の人物になってみせる」（定
延2006a）ことで表記している、という仮定をした場合。
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テレビのトークコーナーを読む
解釈を行うもののほか、割合としては少ないながら、表記者の独白や視聴者
への補注となるものが見られた。
また、文字テロップにおける表現を検討すると、表記者の立場を明示して
いることが確認できた。表記者が発話者や行為者である出演者とは異なる立
場から、音声に要約や復唱を、映像に解釈を、行為に独白を被せている。と
ころによっては、制作者とも異なる立場に変身することがあった。
テレビという表記の場では、視聴者の注意を常に維持し、気をそらさない
よう、重複や誇張が甚だしく行われている。押し付けがましい行為に受け取
れる一方、時には視聴者に寄り添うような立場で表現することで、視聴者の
嫌悪感を回避しようとするのかもしれない。
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